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はじめに







　２０２１年５月31日午後。

　目が覚めると、自分は〝僕〟になっていた。

　つい数時間前まであった乳房と子宮は、もうなくなったのだろうか。

　麻酔が効いていてまだ頭がボ～っとしていたけれど、そんなことを思ったのを覚えています。




　僕はこの日、性別適合手術を受けました。もう少し詳しくいうと、女性の身体から男性の身体へと変わる手術を受けたんです。

　２０２０年２月まで、僕は花か月げつというリングネームで、女子プロレスラーをしていました。いわゆる悪役ヒールと呼ばれるポジションで、ときには反則をしたり、のらりくらりと相手をいなしたり、ときには高度なテクニックを繰り出したり……。自分でいうのもアレだけど、けっこう人気がありました。

　ファンの方から見た花月というプロレスラーは、リングの上で暴れまわって、やりたいようにやっているように見えたかもしれません。でも、実は僕はずっと〝性別への違和感〟を抱えていました。

　女性として生まれたけれど、物心がついた頃から興味を示すのは同世代の男子と同じ物事ばかり。はたから見ると女っ気というものがまったくなかった。それを自分でもわかっているから女の子らしく振舞ってみたけれど、無理が生じて心の中がモヤモヤしてしまう……そんなことを繰り返しながら生きてきました。

　それでも子どもの頃は、いつか男になれると思っていたし、その日が来ることを心待ちにしていた。だけど、思春期になって成長して、それが無理なこと、つまり、男は男、女は女ということを突き付けられて絶望を感じていました。

　自分は他人と何かが違う。だけど、その何が違うのかはわからない日々……いや、何が違うのかはわかっていたけれど、「何で違うのか？」がわからずに日々を重ねてきました。そんなモヤモヤを消してくれたのがプロレスです。

　中学卒業と同時に飛び込んだプロレスの世界は、一時的に性別への違和感を消してくれました。

　でも、２０２０年２月に現役を引退してからイチ社会人として働くようになると、日に日に性別への違和感が大きくなっていきました。

「よし、男になろう！」

　ある日、いろいろなことが起こって、『本当の自分』になろうと思いました。性別適合手術を受けて、戸籍を変え、男性として生きていくことを決めたんです。




　性同一性障がいについて調べてみると、僕と同じ悩みを抱えて生きている人たちが少なくないこともわかりました。小学生の頃から悩んでいる人もいれば、大人になって誰にも打ち明けられずに苦しんでいる人も多いことがわかりました。

　もちろん、僕も悩みに悩んだ末に性別適合手術を受けることにしたけれど、最初はわからないことだらけだった。まず、日本国内で手術を受けることができるのか？　そもそも値段はいくらなのか？　戸籍を変えるには何をどうすればいいのか？　その他諸々の疑問があった。これは僕だけではなくて性別に違和感を抱いている誰にでも言えることなのではないか？

　だから、僕は思いました。

　おこがましいことだけれども、男になった元女子プロレスラーとして何か発信することはできないだろうか？　周囲の人に相談した結果、いろいろなアイデアが生まれました。その一つが、この本の出版でした。

　本書は、僕が生まれてから女子プロレスラーになり、そして男性になるまでの経緯や心情を書いたものです。

　プロレスラーとして現役時代はブログなどで「おーーーっすーー！！！」なんてノリで書いていたけれど、この本では真面目に。だからといって、肩ひじ張らずにざっくばらんに思いのままを書いていこうと思います。

　僕と同じく性同一性障がいを抱えている若い人に何かを届けられたらいいなと思っていますし、昔からのファンの方にも僕が僕になるまでを知っていただければ幸いです。

　それでは、しばしのお付き合いを！
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元気いっぱいのおてんば娘




　石野由ゆ加か莉り。

　これは、自分が２０２１年10月まで名乗っていた名前です。

　母によると、知り合いのお坊さんに付けてもらった名前なんだそうです。

　１９９２年６月24日、自分は大阪府の中北部にある摂津市という街で生まれました。

　摂津市はカタカナの「レ」を押しつぶしたような形をした小さな街で、大阪以外の人にはあまり知られてはいないけれど、サッカー選手の本田圭佑さんやタレントの鈴木紗理奈さんの出身地だったりします。ちょっと地味だけど、とても暮らしやすい。そんな街で自分は育ちました。

　家族は父と母、そして姉が２人。あとは11歳と12歳離れた弟がいます。

　子どもの頃の一番古い記憶は、３歳のときに家族で行った兵庫県の須磨海岸。

　夏にみんなで海水浴に出かけたのですが、海に連れてきてもらったのが嬉しくて、はしゃぎ過ぎた結果、一人で走り回って迷子になってしまうという……。

　大勢の人でごった返す海水浴場での迷子……いま思えば「怖ッ！」って感じですよね。幸い、すぐに見つけてもらって両親と再会できたのですが、そのときに撮られた写真（次の下写真）では、わりと平然とした顔をしているんですよね。我ながら肝が据わっているというか、鈍感というか。この頃から、わりと物怖じしない性格だったみたいです。
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　そういうエピソードからも伝わると思いますが、自分は小さい頃から元気いっぱいで、活発な子どもでした。いや、活発というよりは、おてんばと表現した方がふさわしいかも。

　幼い女の子というと、お人形さんなんかと室内で静かに遊んでいるイメージがありますよね。でも、自分の場合は完全なアウトドア派。周囲の女の子はリカちゃんやシルバニアファミリーに夢中でしたが、自分はそういう遊びに付き合わされるのが本当に嫌で、「そんなこと、やってられっかよ！」って感じでした。

　そんなことよりも、男の子に交じって外で遊ぶ方がよっぽど楽しかったんですね。

　鬼ごっこにかけっこ、成長するにつれてドッジボール、野球、サッカー……。毎日、砂や泥だらけになって日が暮れるまで遊ぶ。そういう日々が本当に楽しかったです。




目立ちたがり屋の幼稚園時代




　おてんばだった自分も、３歳になると幼稚園に入園しました。

　同じ年齢の子どもと集団生活をするようになったわけですが、性格はぜんぜん変わらなかったです。むしろ、男っぽさに磨きがかかったかもしれません。

　相変わらず男の子とばっかり遊んでいましたし、乱暴な口をきいて先生から「女の子なんだから、そんな言葉を使っちゃだめでしょ！」なんて叱られたこともありました。そんなときは「いいなぁ、男の子になりたいなぁ～」なんて思ったりもしましたね。

　人に注目されることの気持ち良さを知ったのも、この頃からです。

　幼稚園の運動会にはリレー種目があったんですが、活発で目立っていたこともあって、いつも選手に選ばれていました。

　自分で言うのもなんですが、小さい頃から運動神経は抜群で、走るのが速かったんです。運動会で先頭を走っていると、他の児童や保護者の方から注目されているのがわかるんですよね。視線を一身に浴びながらグラウンドを走るのが気持ちがよくて、運動会には人一倍気合いを入れて臨んでいました。

　でも、気合いが入り過ぎて失敗したこともあるんです。ある年、リレーに出場することが決まったので、親に新しい靴を買ってもらったんですね。子どもながら、大勢の人の前をピカピカの靴で走りたかったんだと思います。でも、まだ靴が大きくて足に合っていなかったから、当日、リレー中に靴が脱げて転んじゃったんです。

　それが恥ずかしいやら、悔しいやら。それで大荒れに荒れて、親に八つ当たりするという……。両親がその様子をビデオに撮っていたので、後で見せられてまた恥ずかしい思いをしました。

　そんな幼稚園時代、自分は初恋のようなものを経験しています。

　相手は幼稚園の先生でした。すごく優しくてかわいらしい先生で、周りの園児の中にも「大きくなったら先生みたいになりたい」って憧れている子どもは多かったと思います。でも、自分が抱いていた感情は、憧れとは違うものでした。「先生、かわいいなぁ～」って、いま思えば、明らかに異性として意識していたんですよね。

　もちろん、幼稚園児ですから、好きだとしてもただ思うだけ。自分がそんなことを考えていたとは、両親をはじめ周りの大人たちは誰も知らなかったと思います。
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小学校で感じた違和感




　６歳になると大好きな先生ともお別れして、町の小学校に入学することになりました。

　なにかと自由にさせてくれた幼稚園に比べると、小学校は少し窮屈でした。

　当時は、今よりもずっと男らしさや女らしさということが大切にされていた時代。授業やホームルーム、休み時間、放課後など、色々な場面で自分の性別を強く認識させられることになりました。

　たとえば、幼稚園の頃は、男女の区別なくみんなで遊んでいたけど、小学校になると男子は男子、女子は女子で固まるようになってくる。遊びや会話の内容も、女の子っぽいものが求められるようになる。

　低学年のうちは特に意識はしていなかったけれど、そういう状況が段々息苦しくなってきました。女子とばかりいるのがイヤだったり、女の子同士の会話がつまらなく感じたり……。

　本当は自分を出せたら良かったと思うんです。でも、そうすると絶対に周りから浮いてしまうって直感でわかっていたから、周囲に合わせるしかなかった。

　ときどき、それでも素が出てしまうときがあって、先生から「もっと女の子らしくしなさい！」なんて怒られたりもしました。そういうときは「ムリー!!」って思っていたけれど、一応、「はーい」と返事をしていました。学校では、そんな感じで、あくまで一人の女子として振る舞っていました。




淡い恋の思い出




　実は、ちょうどその頃、本格的な初恋を経験したんです。

　自分の住んでいた地域では、なぜか女子の間でキックベースが盛んで、自治体が主催するチームがいくつもありました。

　キックベースって、ご存知ですよね。簡単に言うと、サッカーボールを使った野球です。ピッチャーが転がしたサッカーボールをバッターが蹴って飛ばし、ヒットになったらベースを進むという、シンプルだけど意外と奥が深いスポーツです。

　自分も幼稚園から地元のチームに参加していましたが、そこで一人の女の子を好きになってしまったんですね。

　相手は小学６年生のお姉さん。自分は当時、小学２年だったので、彼女がずいぶん大人びて見えました。

　最初は「かわいいな、きれいだな」と思うくらいだったんです。それが、そのお姉さんを見ていると、なんだか胸の辺りがモヤモヤするというか。これは今までの感情とは違うぞ、って不思議な気分に戸惑いました。

　一緒に練習したかったけど、体格差や体力差があるからメニューは別々。試合だって一緒に出ることもない。同じチームにいても接点らしいものはなく、ただ離れたところから見ているだけでした。

　そのうち、自分は引っ越すことになって、チームを辞めることになりました。

　友だちと離れ離れになるのはつらかったけど、それ以上にお姉さんと別れるのが辛過ぎて……。どうしても思い出を作りたくて、「一緒に練習をさせてください」ってお願いして、最後にパスの練習をしてもらいました。思えば、これが自分にとって初めての告白だったのかもしれません。

　ただ、この時点では、まだ自分の性別について深く考えていたわけではなかったように思います。というのも、この年のバレンタインデーには、ちゃっかり男の子にチョコをあげたりしているんですよね。
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　その子はクラスのリーダーで、女子の誰もが「カッコいい！」という存在でした。自分もカッコいいと思っていたからチョコをあげたわけですが、いま思えばそのカッコいいはクラスの他の女子とは少し違っていたように思います。

　自分の「カッコいい！」は恋愛感情とは別の感情。「私もそういう風になりたい」という憧れにも似た思いだったように感じます。




野球に夢中になる




　小学３年生から野球を始めました。

　バットを振って、白いボールを追いかけて、ベースの間を思いっきり駆け回って……、やってみると野球は本当に楽しかったです。

　でも、この野球が、自分の性別に対して「あれ？　私は他の人とは違うのかな？」という思いにさせたのは皮肉なことでした。

　いまでこそ、女子で野球をやっている子は珍しくなくなりましたけど、当時は本当に少なかった。

　自分のチームでは、女子は一人だけ。試合でも、相手チームを含めて女子は自分しかいないから「どうして？」という目で見られる。そういう状態が続くと、「本当にここにいていいの？」って子ども心に不安になりました。

　この頃の将来の夢は、プロ野球選手でした。今だったら可能性はゼロではないですよね。プロ野球の独立リーグには女子選手もいますし、読売ジャイアンツにも女子チームを作る動きがあったりしますから。

　でも、自分が子どもの頃は、そうした夢を持つだけ無駄でした。このときほど「男子だったらな……」と悔しさを感じたことはなかったです。当時は足が速かったので、将来の目標を聞かれたら本当の夢は隠して、「陸上でオリンピックに出ることです！」って答えることにしていました。

　それほど好きな野球でしたが、あまり長くは続けられませんでした。

　両親が離婚をしたんです。

　いまなら父と母、それぞれに問題や事情があっての決断であることはわかります。

　でも、９歳の自分には何も理解できませんでした。離れ離れになって暮らすことが、ただただ悲しくて、最後まで父の方についていくといって母を困らせた記憶があります。

　結局、自分は母に引き取られることになり、引っ越しをしたために野球も辞めることになりました。

　両親の離婚は正直かなりショックで、しばらくの間、かなり落ち込みましたね。




『３年Ｂ組　金八先生』でＬＧＢＴを知る




　自分の性に対する違和感の正体がなんとなくわかってきたのは、この頃でした。

　きっかけになったのが、ドラマの『３年Ｂ組　金八先生』（第六シリーズ）です。

　ご存知の方も多いと思いますが、このシリーズには性同一性障がいの生徒が登場するんです。上戸彩さんが演じた、鶴本直なおです。

　直は体は女性だけど、心は男性というキャラクターでした。

　女子の制服を着ることを拒否して、男子の学生服で登校し、体育の時間も赤のブルマではなく、黒の体操着を着て男子として生きようとします。

　その姿をテレビで初めて観たときに確信しました。

「あ、これは自分のことかもしれない」と。

　心は男の子だけど、体は女の子。

　完全に自分と同じでした。直は自分と同じ悩みを持って、苦しんでいるように見えました。

　センセーショナルな内容のドラマでしたから、クラスにも観ている子がたくさんいました。みんなには直はどんなふうに見えているんだろう。とにかく知りたくて堪りませんでした。

　それである日、さりげなく直のことをどう思うか、周りの友だちに聞いてみたんです。

　返ってきたのは、思ってもみなかった反応でした。

「え～、キモチ悪いよ」

「そんな人、本当にいるの？」

　正直、これはむちゃくちゃショックでしたね。

　子どもの反応ですから、いまなら仕方がないことだってわかります。当時はＬＧＢＴＱという考え方もいまほど一般的ではなかったし、そうした現実があることを受け入れることも難しかったんだと思います。

　だから、本当の自分は隠しておくことにしました。嫌われないためには、周りに合わせることが一番だと思ったから。

「いるじゃん、みんなの目の前に直はいるじゃん！」なんてことは、絶対に言えなかったですね。本当は一番言いたかったことだったけれど。




かわいいパンティは大嫌い




　小学校高学年になると、さらに受け入れがたい現実が迫ってきました。

　それは〝身体の成長〟です。

　思春期に入ると、徐々に身体に変化が訪れます（第二次性徴）。男子であれば、だんだん身体がガッチリしてきたり、女子であれば胸が徐々に膨らんできたり……。

　自分の胸が大きくなってきたということに気が付いたとき、言葉には言い表せないほど大きなショックを受けました。心が男子だった自分としては、大きくなっていく胸がイヤで仕方がないわけです。
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　日々変わっていく身体を見るたびに、「なんでだよ！」という怒りが湧いてきました。でも、どんなに腹を立てても、その気持ちを誰かにぶつけることはできないんですよね。

　クラスの女子はブラジャーを着けるようになりました。自分もそれにならって着けるようになりましたが、はっきりいって屈辱でした。しかも、下着はフリル付きだったり、レースで縁どられていたりと、どんどん可愛くなっていく。

「なんでこんなものをはかなきゃいけないんだ!?」って情けない気分になりました。

　でも、自分が嫌われないためには周囲に合わせるしかなかったんですよね。

　幸い、当時はあるメーカーがユニセックスなデザインの下着を販売していたので、それを着ていました。スポーツブラとボクサーショーツがセットになった下着です。これなら可愛すぎないし、なんとか我慢できました。

　でも、ブラジャーはいつもキツめのものを着けていましたね。とにかく胸のふくらみを隠したくて、押しつぶすようにしていました。でも、後々にはそれが失敗だったことが判明します。

　その理由は後で詳しく書きますが、成長期のうちはたとえ嫌でも、自分の胸にフィットした下着を着けた方が良いようです。




生理がきた！




　小学校も高学年になると、もう一つ、身体に大きな変化がありました。

　女性なら避けて通ることができないもの。そう、生理です。

　ＬＧＢＴＱの方の体験談などを読むと、初潮を迎えたことにショックを覚える方が多いようです。たしかに、生理は女性ならではのもの。それがきてしまったということは、もう男の子ではない、ということになります。

　自分の場合も、初めて生理がきたときはショックでした。

　やっぱり女性の身体なのか、って。

　でも、自分は「金八先生」の影響もあって、比較的早い段階で、〝自分の心は男、でも身体は女〟であることを理解して、ある程度は納得していました。

　だから、初潮を迎えたときは、「うわっ！　〇〇〇をもらしちゃったかも！」なんてドキっとしましたが、「ああ、これがそうか……」って、わりと冷静に受け入れることができましたね。

　あと、もともと男性ホルモンが強かったのか、自分の場合はけっこう生理が軽かったんですね。周りの子が１週間くらい調子が悪いって言っているとき、自分は３日ぐらいで治まったり。

　もちろん、毎回面倒だなとは思っていましたが、そんな感じだったので生理痛に悩まされることも少なかったんです。だから、生理自体にそれほど大きなショックを受けなかったのかもしれません。




一人ぼっちのたたかい




　自分自身のことがようやくわかってきたのに、本当の自分を出せないジレンマ。

　当時の自分にできたことは、ひたすら悩むことだけでした。

　自分の存在意義を問う、なんて言うとちょっとカッコよすぎますかね。

　学校で授業を受けていても、友だちと遊んでいても、常に「ワタシってなんなんだろう？」という疑問が頭の片隅にあるんです。

「そもそも〝ワタシ〟って呼び方でいいんだろうか？」

「男の子だったら堂々と〝ボク〟って言えるのに！」

　そんな「？」が毎日、頭の中に無限に浮かんできました。

　小学校高学年になると男子も男性へと身体が成長していきます。

　でも、自分は当然、声変わりもしなければヒゲも生えてこない。その一方で身体が丸みを帯びてきたり、生理が始まったりして……。もうこれ以上、そっちに発育しないでくれって、毎晩布団の中で祈っていました。

　このときにハマっていたのが、妄想です。

　もし自分が男の子だったら、どんなことをしたいか。

　どんな風になりたいか。

　そんなことを眠りに落ちるまで、毎晩、空想するんです。

　絶対に変わることがない、とわかった上での妄想だから、とても空しい時間でした。

　自分はこんなに悩んでいる、自分を出せなくて苦しんでいる。そんな胸のうちを誰かに打ち明けられていたら、こんなに苦しまなくても済んだと思います。でも、当時の自分に、それはできないことでした。

　この話をすると、「どうして誰にも相談できなかったんですか？」と聞かれることがあります。

　友だちに相談できなかったのは、やっぱり嫌われたくなかったから。自分が他のクラスメイトと違うことがわかったら、仲間外れにされるかもしれないという恐怖心があったんです。

　家族に関しても同じでした。いまとなっては一番の理解者である父ですが、当時の自分にとっては〝新しいお父さん〟、思春期の自分にはとてもじゃないけれど、相談できる相手じゃなかった。母もショックを受けて、悲しむんじゃないかって自分勝手に判断してしまっていました。

　この本は、自分と同じような悩みを持つ方に読んでほしくて書いています。

　ひょっとしたら、小学生や中学生の方も読んでいるかもしれません。

「もしも、当時の自分と同じ世代の子どもが、同じ悩みを抱えていたらどうアドバイスをするか？」

　何かのヒントにしていただければ、と思って考えてみたのですが……。

　う～ん、こういうときってなかなかいい言葉が出てこないもんですね。

　でも、まず言えるのは、信頼できる人を見つけることだと思います。

　いまは一人で悩みを抱え込んでいたとしても、きっといつかは誰かに相談することになるんです（自分もそうでした）。遅かれ早かれ、誰かに告白して受け入れてもらったり、理解してもらえなかったりするわけで……。そう考えると早く言ってしまって、悩む時間を短縮して早期解決に向ける方が良いのかな、と今となっては思えます（しかし、何事にもタイミングがあります。無理は禁物ですよ！）。

　そして、その告白する相手は、たいていの場合、自分の親なんだと思う。

　悩みを打ち明けるとき、それまで出したことのない勇気が必要になるかもしれません。だけど、その勇気を絞り出して、お父さん、お母さんに打ち明ければ何かが変わるかもしれない。自分の悩んでいること、考えていることを知ってもらうことで、少なくとも気分は軽くなるはずです。

　自分がそうだったように、誰にも言わずに一人で悩みを抱えたり、思いを秘めたりすることが、あとで行動を起こすときの発奮材料になることもあるからです。

　打ち明けるという行為には、色々な方法があります。すべてを話さなくても、つらい気持ちだけ打ち明けるというやり方もあります。

「つらい」理由は言わなくてもいい。その気持ちだけ周りの誰かに伝えられるだけでも、心は少しは楽になります。それに、そうすることで傍にいてくれる誰かを見つけることができるかもしれません。

　あとは、つらいときに〝逃げられる場所〟を見つけることですね。

〝逃げられる場所〟というと後ろ向きに聞こえるかもしれませんが、具体的な場所だけじゃなく、好きなことや夢中になれることだっていいと思います。それをしている間だけは悩みを忘れられる。頭を空っぽにして楽しめるようなことです。

　自分の場合はスポーツをして体を動かすこと、そして「プロレスを観ること」でした。




プロレスとの出会いは突然に




　プロレスとの出会いは、突然でした。

　小学３年生のとき、プロレスファンだった叔母に「プロレスを観に行こう」って誘われたんです。場所は兵庫県神戸市にあるワールド記念ホール。日本にはプロレス団体がたくさんありますが、「闘とう龍りゆう門もんＪＡＰＡＮ（現・ドラゴンゲート）」の大会でした。

　それまでプロレスを観たこともなく、これがまったくの初体験。はっきりいってプロレスがどういうものかすらもわかっていませんでした。

　でも、第一試合がはじまる前から、完全にハマってしまいました。

　見ているだけでドキドキするような演出、まばゆいライトに照らされたリング、歓声を浴びて颯爽とリングに上がるプロレスラー……、すべてが輝いていて、「なんだ、これは！」って一瞬で虜になってしまいました。

　そして、また試合がすごいんですよ。

　鍛え上げられた肉体のプロレスラーが、縦横無尽にリングの上を飛び回る。

「え、いま何が起きたの？」

　息つくひまもないほど、すごい技を次々と決める。選手が受け身をとったときに響く「バンッ！」という大きな音、選手たちの息遣い、そしてお客さんの大歓声……。気が付いたら自分も大きな声で応援していました。

　当時のお気に入りの選手は、「闘龍門ＪＡＰＡＮ」のマスクマン、ドラゴンキッド選手（現在はドラゴンゲートに所属）。小柄だけどスピーディーな動きで大きな選手を翻弄する姿が特撮ヒーローのようで、最高にかっこよかったんです。

　この初観戦以来、自分はプロレスにどっぷりとハマりました。

　しかし、そうそう生で観戦する機会はありません。調べてみると、ケーブルテレビで闘龍門ＪＡＰＡＮの試合を中継していることがわかりました。そこで親に頼んで契約してもらったのですが、そこでまさかの出会いをしたのです。

　ある日、テレビをつけると画面の中に見慣れない光景がありました。

　いつものプロレスのリング、その中で水着姿の２人の女性が闘っていたのです。プロレスは男子がやるもの、いや、男子でなければできないもの。自分はそう思い込んでいました。でも、いまテレビの向こうでは女の人がプロレスをやっている。

「どうして女子が闘っているの!?」

　パイプ椅子で頭を殴られたような衝撃を受けました。

　そのときに中継していたのは、「ＧＡＥＡ ＪＡＰＡＮ（ガイア・ジャパン）」という女子プロレス団体の試合でした。

「ＧＡＥＡ」は、１９８０年代に一世を風靡した女子プロレス界の大スター〝クラッシュ・ギャルズ〟の長なが与よ千ち種ぐささんが設立した団体です。

　１９９５年４月の旗揚げ戦（団体として初めて行う大会をこう呼びます）では、15歳（当時の最年少記録）の里村明衣子さんをはじめ、６人の選手がデビュー。その技術の高さにマスコミやファンは驚き、里村さんたちを〝驚異の新人〟と呼びました。
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　その後、「ＧＡＥＡ」には、テレビのバラエティ番組でもお馴染みのアジャコング選手や北斗晶選手など、伝説的な選手が多数参戦。里村さんたちの前に高い壁として立ちはだかっていました。自分が観たのは、ちょうどその頃です。

「ＧＡＥＡ」を通じて知った女子プロレスは、希望の光でした。

「テメー！　コノヤロー！」

　自分と年齢がそう変わらない女の子が、そんなことを叫びながらエルボーをしたり、キックをしたり、必死に闘っている。リングの上では、女らしくいる必要なんてない。選手たちはすべてをさらけ出しているように見えました。

　そんな光景を観ているうちに、自分が輝ける場所はここしかないって思えてきたんです。このリングの上だったら、ありのままの自分でいることができるんじゃないかって。

　それ以来、大阪で「ＧＡＥＡ ＪＡＰＡＮ」の試合があると、おじいちゃんにねだって生観戦するようになりました。生観戦はテレビよりも段違いに迫力があります。そうやって観戦を重ねるたび、「女子プロレスラーになりたい！」という夢はどんどん膨らんでいきました。

　そして「ＧＡＥＡ」初観戦のとき、運命的な出来事があったんです。

　選手に初めてサインをもらったんです。

　その選手というのが、憧れの里村明衣子さん。後に自分のプロレスの師匠となる選手でした。




私は女子プロレスラーになる！




「ＧＡＥＡ」にハマってから、自分の夢は「女子プロレスラー」になりました。

　里村さんのように、中学を卒業したらプロレス団体に入門して、あのリングの上で活躍する。自分の中ではすでに決定事項になっていて、小学校の卒業式では友だちに「将来、プロレスラーになるから観にきてよ」って言って回っていたくらいです。

　両親をはじめとする家族も、夢を応援してくれました。

　なにか武道をしていた方が将来有利になると思ったので、中学に入学と同時に、柔道を習い始めました。

　柔道は中学３年生まで続けて、怪我でできなくなった後はスポーツジムに入会。未成年者は親の同意が必要でしたが、そのときも両親は快く許可してくれました。

　中学時代の自分の生活は、とにかくプロレスが中心。毎朝、自宅近くの土手沿いをランニングして、放課後はジムのトレーニングとランニングを日替わりに。友だちに遊びに誘われても、断って体を鍛えていました。

「プロレスをやるのは、高校を卒業してからでもいいんじゃない？」

　最初はそう言っていた母ですが、自分なりの努力を続けた結果、２回目の話し合いで、中学卒業後のプロレス団体への入門を認めてくれました。

　当時、周りの女の子たちは思春期真っ盛りで、いわゆる恋バナとか、化粧品の話とか、アイドルの誰それがかっこいいなんて話で盛り上がっていました。自分も一応、「そうだよね、〇〇君っていいよね～」なんて調子を合わせていましたけど、頭の中はプロレス一色。ここでも偽りの自分を演じていましたが、「これしかない！」っていう目標があったから、苦しんだり、悩んだりはあまりしなかったです。

　でも、そんなときに衝撃の事実を知らされたんです。

　目標にしていた「ＧＡＥＡ ＪＡＰＡＮ」が２００５年に解散してしまったんです。

　プロレス界では団体がなくなってしまうことは時々あるのですが、これは非常にショックでしたね。女子プロレス団体は他にもありましたが、自分の中では「ＧＡＥＡ」でプロレスをやるのは規定路線だったんです（まだ、入団テストにも受かっていないのですけど）。目標を見失ってしまって、気持ちが宙に浮いたような感覚でした。
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　しかし、それからしばらくして、プロレス専門誌を読んでいたら、またまたびっくりするようなニュースが目に飛び込んできました。

　自分が初めてサインをもらった憧れの選手、「ＧＡＥＡ」のエース・里村明衣子さんが、ご自身で新しいプロレス団体を立ち上げるというじゃないですか。

　記事によると、里村さんは東北地方を中心に活動する「みちのくプロレス」（岩手県議会議員も務めたプロレスラー、ザ・グレート・サスケさんが設立した団体）の社長・新しん崎ざき人じん生せいさんの協力を得て、仙台を拠点とする女子プロレス団体を立ち上げるとのことでした。

　それが、２００６年７月９日に旗揚げした「センダイガールズプロレスリング」、通称「仙せん女じよ」です。

　これは運命だと思いましたね。

「ＧＡＥＡ」の遺伝子を継ぐ里村さんのもとだったら、きっと自分は誰よりも強いプロレスラーになれるに違いない。メラメラと希望が湧いてきました。
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　中学２年生の終わりごろ、学校では進路指導がありました。クラスメイトの大部分が受験する高校を選ぶなか、自分は一人だけ履歴書を書いていました。もちろん、宛先はセンダイガールズプロレスリングです。

「入門させていただきたい」

　熱い思いを込めて履歴書を送りました。

　返事はすぐに届きました。

「中学３年生の夏休みになったら、入門テストを行います。仙台にある道場まできてください」

　その手紙を読んだ瞬間、夢へと続く道がハッキリと見えました。

　よおし、やるぞー！




緊張の入門テスト、結果は？




　中学３年の夏休みまでは約８か月。

　その間は、無我夢中でトレーニングに取り組みました。

　入団テストに人生のすべてがかかっている。そう思っていたので真剣です。

　勉強はそっちのけで、とにかく体を鍛えまくりました。

　そして、迎えた入門テストの日。

　父に付き添ってもらって、仙台に向かいました。

　指定された住所に行くと、倉庫のような建物があります。入口の横には赤い文字で「仙台女子プロレス」と書かれていました。

　中に入ると、自分以外にもう１人、入門希望者がいました。

　話を聞くと、自分と同じ中学３年生だといいます。入門テストは勝ち負けで合格が決まるわけではないけれど、同じ年と聞いたら絶対に負けるわけにはいきません。

　テストの内容は、基本的な体力審査が中心でした。一期生の先輩が順番に先導してくださり、ランニング、ダッシュ、腕立て伏せ、腹筋、背筋、スクワット、マット運動を次々とこなしていきます。

　そして、その後は水着に着替えて面接がありました。

「どんなプロレスラーになりたいですか？」

　そう聞かれて、思わずとっさにこう答えていました。

「里村さんに勝って、女子プロレス界のナンバーワンになりたいです！」

　いま思えば、恐れ知らずというか、何というか……。

　入門テストの結果は、当日その場で発表されました。

「合格です」

　正直、自信はあったけれど、結果を聞いたときは飛び上がるほど嬉しかったです。

　ちなみに一緒に受けていた受験生も合格しました。

　彼女の名前は、橋はし本もと千ち紘ひろ。自分と同じく、中学卒業後に入門することになっていましたが、社長の新崎さんから「入門までアマチュアレスリングをやりなさい」と勧められてレスリングを始めたところ、瞬く間に才能が開花。すぐさま国内トップの選手になり、そのまま高校・大学へと進んだので、入門するまで７年かかりました。プロレスラーになってからの彼女の快進撃は、プロレスファンの方ならご存知だと思います。

　さて、中学３年の夏に早々と進路が決まってからは、もともと嫌いだったこともあって勉強は一切せず、ひたすら体力づくりに打ち込んでいました。

　その一方で、中学３年生の後期には生徒会長を務めたりもしました。
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「石野は内申書なんて関係ないのに、なんで生徒会長をやるの？」

　友だちからは不思議に思われましたが、自分はもともと目立ちたがり屋。生徒会長は目立つじゃないですか。一度、やってみたかったんですよね。

　中学時代の自分は、傍から見ればとても充実していたように見えたかもしれません。

　でも、心のどこかでは常に〝本当の自分〟と〝偽りの自分〟がせめぎ合っていたように思います。

　思春期という難しい時期に、つまずくことなく前に進むことができたのは、やはりプロレスという夢を持っていたことが大きかったように思います。

　一人で厳しいトレーニングに黙々と取り組めたのは、そうやって努力を続けていれば、きっと輝かしい未来が待っていると思えたからです。そう信じられたから、自分は前を向くことができたのでしょう。
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仙台の寮で練習生生活をスタート




　２００８年４月。

　石野由加莉は、晴れてセンダイガールズプロレスリングに入団しました。

　入団したからといって、すぐにプロレスラーになれるわけではありません。

　それからしばらくの間は、練習生という身分です。団体の寮で暮らして、プロにふさわしい技術や体力を身につけるために、日々、トレーニングに励むわけです。

　憧れいっぱい、夢いっぱい。

　そんな感じで入ったプロレス業界でしたが、正直なところ、想像を絶する厳しさでした。親元を離れての寮生活という生活環境の激変も影響したと思いますが、とにかく練習が大変なんです。

　自分でいうのも何ですが、運動神経にはかなり自信がありました。スポーツなら何でも人並み以上にできたし、入門にあたっては充分トレーニングも積んできたつもりだった。でも、出だし早々、プロの厳しさを叩きこまれましたね。

　これは後で知ったんですが、実は「仙女」って女子プロレス界でも有数の新人に厳しい団体だったみたいなんです。いやぁ、知らないって恐ろしいですね。

　練習生はトレーニングが仕事ですから、文字通り、朝から晩まで練習、練習の毎日。

　最初の１か月間は、リングには上げてもらえず、走ったり、筋トレをしたりの基礎体力づくり。いまでは練習生や一般の方がプロレス教室などでリングに上がる機会は増えていますが、自分の頃はそうではなかったんですね。「リングは神聖な場所」と常に言われていましたので、簡単に上がれるものじゃなかったんです。

　リングに上がるとき、下りるときは一礼、リングシューズでないときは靴を脱いで上がる。そう教わりました。

　１か月が過ぎると、リング上での練習が始まりました。

　ランニングに筋トレ、基礎体力トレ、ロープワーク、スパーリングなどなど。いずれも大変でしたが、なかでも最もハードだったのが「３分間の受け身」でした。

　受け身って、ご存知ですよね。

　投げ技などでマットに叩きつけられるとき、ダメージを逃がすために特殊な倒れ込み方をします。それを受け身というのですが、前受け身や後ろ受け身など、色々なパターンがあるんですね。それを１分受け身、１分ロープワーク、そしてまた１分受け身というサイクルでやるんです。このとき合計60回受け身を取ることができなかったら、もう１セット。これが地獄でした。

　これが痛いの、苦しいので、入門したばかりの頃は途中で何度も気絶しそうになったくらいです。デビューが決まった追い込み期間、受け身は午後の練習メニューになっていたけど、イヤ過ぎて練習前のランニングのときに泣いていました。

　でも、どんなに辛くても、受け身の練習は必要なんです。受け身は怪我なく試合をするために、絶対にマスターしなければならないもの。言うなれば、プロレスラーにとって命のようなものだからです。




雑用も練習生の仕事です




　華やかなリングの裏には、地味で厳しい練習の積み重ねがある。

　そんな現実を知って、辞めていく練習生は少なくありません。

　自分にも、別の日に入団テストを受けた同じ年の同期が一人いました（橋本千紘とは別の子です）。「２人で力を合わせてがんばろう」、そう励まし合っていたのですが、彼女はすぐに辞めてしまいました。
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　たった一人の同期でしたので、いなくなったのは本当に悲しかったし、心細かったです。でも、それ以上に悲しかったのが、独りで雑用をやらなきゃならなくなったということでした。

　練習生には、トレーニング以外にも重要な仕事がありました。それが日々の雑用です。

　一口に雑用といっても、その内容はとっても広い。

　道場や寮の清掃、練習の準備、買い物や届け物など先輩のお手伝い、試合のあるときはリングや会場設営……などなど。「仙女」は付き人制度（特定の先輩に付いて身の回りのお世話をする制度）はなかったのですが、常に先輩よりも先に動くことが基本。たとえば出先では事前にナビなどで目的地を把握しておくことは当たり前でした。

　練習に雑用に、とかなりハードな毎日で、プライベートでは飲酒、喫煙、ギャンブル（未成年だから当たり前ですね）、そして恋愛が禁止。用事などで出かける際は、その都度、外出の目的を細かく書いた届け出を提出する必要がありました。

　当時は正直なところ、「面倒くさいな～」なんて思うこともありましたが（里村さん、すみません！）、団体からすれば親御さんから大切な子どもを預かっているわけです。厳しくするのは当たり前ですよね。

　この練習生時代、一番ありがたかったのが、社会人としてのあり方を先輩方に教えていただいたことです。当時の自分は15歳。当然、社会人としての礼儀やマナーを何も知りませんでした。練習生とはいえ、自分も入団したからには「仙女」の一員です。外部の方からは一人の社会人として扱われるわけです。

　そんなとき、先輩方はいざいうときに恥ずかしい思いをしないように、色々なことを細かく教えてくださいました。




・先輩や目上の方が話しかけてくれたら、目の前に行って聞く

・靴は揃える

・目上の方を見送るときは姿が見えなくなるまでお辞儀する

・身近な先輩が飲むコーヒーが、ブラックなのか、ミルク・シュガーを入れるのか、把握しておく。

・グラスが空いたら、すぐに次の飲み物を聞く……など




「仙女」の先輩方は、まだ子どもだった自分を一人の社会人として扱い、接してくださいました。先輩方のそうした厳しくも温かい指導があったから、練習に没頭できたんだと思います。




待ちに待ったプロレスデビュー




　同期ゼロの心細さ、周りは先輩だらけという圧、そして先輩５人vs自分１人という地獄の練習……。正直に言うと、途中で何度か心が折れかけたこともありました。

　でも、そんなときは、常に自分にこう言い聞かせていました。

「自分以上に、プロレスが大好きで、プロレスに真剣に取り組んでいる人はいない。周りの人にも自分にも負けてたまるか！」

　当時の自分にとって、プロレスはすべてでした。もうプロレスラーとしてしか、生きる道はないくらいまで思っていたから、どんなにつらくても辞めるという選択肢はなかったんです。

　そうやって無我夢中で練習生生活を続けて３か月くらい経った頃。

　なんとなく先輩たちの自分への態度が変わってきたように思いました。

　自分を認めてくれたというか、「そろそろ石野をデビューさせてもいいんじゃないか」、そんなうれしい声がチラホラ聞こえてきたんです。

「ＧＡＥＡ」の話や周りの人のことを聞いていたので、１年くらいは練習生かな～と思っていました。だから、４か月でデビューはビックリしました。このとき初めて、中学時代に準備をしておいてよかったと思いましたね。

　まずは７月の大会で、お客さんの前でエキシビションマッチ（練習試合）を行い、その結果次第でデビューするかどうかを決める、ということになりました。

　お客さんの前でプロレスをするのは初めて。当日はガチガチに緊張するんじゃないかと不安でしたが、想定以上の大緊張で。そんな中でもなんとか持てるものすべてを出し切ることができました。

　査定の結果、なんとか合格。ついにプロレスラーとしての正式なデビュー戦が決まったのです。

　デビュー戦の舞台は２００８年８月24日、Zepp Sendai大会。

　対戦相手は、大ベテランの先輩レスラー・永島千佳世選手。

　憧れていた「ＧＡＥＡ　ＪＡＰＡＮ」で一期生としてデビューされた方で、当時はフリーランス（特定の団体に所属しないプロレスラーのこと）として「仙女」に参戦されていました。

　ファンの頃にずっと観ていた永島選手が、対戦相手として目の前に立っている。その姿を見た瞬間に、緊張と興奮で頭が真っ白になりました。

　当時の自分には、技やテクニックはありません。

　唯一できたのは、やられても、やられても必死に食らいついていくだけ。
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　そんな気持ちがお客さんに伝わったのか、試合は完敗でしたが、その日に行われた試合の中で一番良かったと評価していただけました。

　そうしてめでたく念願の〝プロ〟レスラーになったわけですが……、とにかく勝てなかった。

　先輩選手にまったく歯が立たず、連敗街道まっしぐら。気が付けばデビューから半年も勝てないままに経過していました。初勝利は、２００９年４月19日の仙台大会。デビューから８か月も経っていました。




「花月」というリングネームを名乗った理由




　入団してから４か月でプロレスラーになれた自分でしたが、生活自体は練習生の頃と変わりませんでした。

　団体の中では相変わらず一番下のポジションだったので、雑用は自分の担当。デビューして日々の練習は一層厳しくなったので、がむしゃらにやらないと先輩方についていけません。

　新人プロレスラーの日常は、とにかく練習。週末には定期的に試合が入っていたので、そのために毎日練習を積み重ねていきます。練習、そして試合、また練習、そして試合……。とにかく毎日が必死で、プロレス以外のことを考えている暇はなかったです。

　でも、デビューから１年くらいすると、日々のリズムにも慣れ、徐々に余裕が出てきました。すると、また〝性の違和感〟が頭をもたげてきたんです。

「仙女」では、デビューして１年が経つと、リングネームを使用できるという習わしがありました。自分はそれまで本名の石野由加莉で闘っていたのですが、リングネームを使っていいということになったんです。

　一期生の先輩方は新崎社長が付けたそうですが、自分の場合はファンの方から公募することになりました。

　公募の結果、選ばれたのが「花月」というリングネームです。自分の出身地・大阪にちなんで考えてくださった名前で、ひとめ見て気に入りました。

「ちょっとシンプル過ぎるから、花月由加莉にしたら？」

「プロレスラーっぽく、グレート花月とか、頭に何か足してみたら？」

　団体のスタッフさんからそんな意見も出ました。
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　でも、「花月」でいかせてくださいってお願いしました。自分にとってはシンプルな２文字が一番しっくりきたからです。

　自分が「花月」にこだわった理由は、このリングネームが性別を感じさせなかったからです。

　花月由加莉だったら、どう見ても女性の名前です。自分がどう思っていようが、周りは女性として自分を見るでしょう。

　由加莉という名前には愛着があるし、そういう名前をつけてくれた親にも感謝はしています。でも、この名前は、自分の中ではずっと〝自分であって自分ではないもの〟の象徴でした。

　そのことはリングに上がるようになってから、より一層強く感じていました。

　プロレスでは、試合の前にリングアナウンサーから名前をコールされます。

「青コーナー、石野由加莉～！」

　実はそう呼ばれることに、ずっと抵抗がありました。

　お客さんには石野由加莉ではなく、本当の自分を見てほしい。今振り返れば、そういう思いがあったのかもしれません。

　だから、由加莉を名乗る必要がない「花月」というリングネームは、自分にとってまさに探し求めていたものでした。

　このリングネームの一件は、改めて「あ、自分は女性でいることに違和感があるのだな」ということを再確認する出来事でした。

　ただ、日々の生活の中で、そうした違和感を覚えるのはほんの一瞬のことでした。

　悩みの沼に入りそうになると、すぐにプロレスラーとしてのスイッチが入って頭を切り替えられる。そんな感じでした。プロレスラーとしての強さを求めて、リングに上がり続ける。それが日常でしたから、性別の違和感というのは、この時期はほとんど気になりませんでした。

　それよりも、とにかく強くなりたい。強くてカッコいいプロレスラーになりたい。

　その目標に向かって、ただ突き進んでいくだけでした。




「生きるために、がんばる」という生き方




　２０１１年３月11日、14時46分。東北地方を大きな地震が襲いました。

　東日本大震災です。

　あの日、自分は団体のスポンサーさんの会社のお手伝いに行くため、地下鉄に乗っていました。

　目的の泉中央駅で降り、自動改札を通り抜けて数秒後のこと。それまでの人生で経験したことのない揺れが襲ってきました。

　携帯電話からは警報音が一斉に鳴り響き、自分も含め周囲もパニック状態になりました。たぶん、地鳴りなどもすごかったと思います。でも、それを感じるどころではありませんでした。あまりに揺れがすごすぎて、揺れていることすらわからないほどでした。

　大阪にいる家族が心配になって、何度も電話をしたけれど、なかなか繋がりません。ようやく繋がったのが、母でした。

　母はニュース速報を見てかなり心配していましたので、「私は無事だから！」と伝えました。それからしばらくの間、通話ができなくなったことを考えると、会話をできたのは奇跡としか思えません。

　その後、駅を出て目的の会社を目指しました。仙台の街はそれまで見たことがないほど混乱していました。余震をやり過ごしながら向かうと、社長がいらっしゃいました。

　社長は自分の無事を喜んでくれ、車で事務所兼寮まで送ってくださいました。

　しかし、寮についたものの、中に入ることはできません。

　寮はマンションの８階にあったのですが、停電のためにエレベーターが止まっていました。いつまた大きな余震が襲ってくるかもわからず、「マンションが崩れたらどうしよう？」という恐怖もあって、中に入れませんでした。

　住民の方も同じ考えだったのでしょう。みなさん、マンションの外に出て様子を窺っています。センダイガールズプロレスリングの新崎社長も同じマンションに住んでいましたが、まだ戻ってきていませんでした。携帯電話で連絡をしましたが、混線しているのか繋がりません。里村さんも同じでした。

　もう２人に会えないかもしれない。ふと、そんなことを考えてしまい、絶望的な気分になりました。

　それでもマンションの前で２人を待ち続けていると、その日の夜、新崎社長が戻ってきました。そのときのホッとした気分といったら、身体の力が一気に抜けていくような感じでした。

　それから４、５日は新崎社長の車の中で過ごしました。外には避難してきた方がたくさんいました。そういう方々を思えば、つらいなどとは口が裂けても言えませんでした。

　幸運にも「仙女」の選手やスタッフは全員無事でした。

　余震が落ち着いた頃、選手やスタッフが集まりました。

　その席上で、里村さんがこう言いました。

「一生懸命になるときに〝死ぬ気でがんばる〟と表現することがあるけど、死ぬ気でがんばるのではなく、〝生きるためにがんばる〟という生き方をしよう」

　この言葉は、当時十代の自分の心にもズシリと響きました。

〝生きるためにがんばる〟

　とてもシンプルな言葉です。でも、突き詰めて考えると、わかるようでいてわからない、難しい言葉だとも感じました。

　生きるためにがんばるって、いったいどんな生き方なんだろう。

　そういう生き方をするには、どうしたらいいのだろう。

　里村さんの言葉を聞いてから、その生き方の謎を解くことが一つの大きな目標になりました。




埋められない現実と理想のギャップ




　震災の後、しばらくの間、センダイガールズプロレスリングは東北エリアでの活動ができなくなりました。復興までどのくらい時間がかかるのか、当時はまったくわからなかったため、自分はひとまず大阪の実家に帰ることにしました。

　震災後、被災地の東北を日本中が支援してくれましたが、同じように、プロレス界でも支援の輪が広がっていました。

　震災前にはプロレス団体の多くが〝巡業〟で東北地方を回っていました。そのときのサポートに感謝して、お返しをしようと、たくさんのプロレス団体が復興支援のチャリティ興行を行ったのです。

　自分たち「仙女」の選手は、そうしたチャリティ大会にゲストとして参戦させてもらいました。当時、デビューして約３年でしたが、「仙女」以外のプロレスをほとんど知らなかったので、そうやって他団体のリングに上げていただくことは勉強になりました。

　また、刺激になったのが、同世代の選手の存在です。

　自分は「仙女」では同期がおらず、他の選手といえば全員が先輩。いわゆる後輩に当たるような選手はいませんでした。

　それが一歩外に出てみると、同世代の選手や自分よりもキャリアの浅い選手がたくさんいるわけです。他の団体の同世代の選手たちと話すと、考え方や発想の違いに驚かされました。試合をすれば、「なるほど、そういうやり方もあるんだ！」と発見できたり、「負けていられない！」という気持ちになれました。これは「仙女」では得ることができない刺激でした。

　様々な人の考え方や意見に触れる。人間として成長するためには、とても大切なことです。このときの経験は〝プロレスラー・花月〟としての生き方を考えるうえで、大きな原動力になります。

「仙女」は２０１１年７月から活動を再開しました。

　しかし、震災の影響は大きく、以前のような頻度で大会を開催できません。

　その間は他団体に呼んでいただき、試合をさせてもらっていました。他団体での試合を重ねる中で、自分の中である変化が起きたことに気が付きました。

　それまでの自分にとって、プロレスは「仙女」がすべてでした。

　でも、他の団体に参戦したことで、視野が広がり、様々なスタイルのプロレスがあり、プロレスについても色々な考え方があることを知りました。
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　そのうちに、自分の中で〝欲〟が出てきたんです。

「強くなるために、色々なリングで自分のプロレスを試したい」というプロレスラーとしての欲求です。

「仙女」に決して不満があったわけではありません。でも、もっと広い世界を見てみたかったんです。そうした思いから、自分は「仙女」に籍を起きつつも、２０１３年から東京に拠点を移して活動するようになりました。




初めての彼女ができる




　プロレスラーとして新しい方向を模索していたこの頃、プライベートでも大きな変化がありました。

　実はこの時期、初めて彼女と呼べる存在ができたんです。

　最初は、メールのやりとりが中心でした。なんとなく気になる存在だな、と思って連絡を取り合うようになったんですね。で、何度か続けているうちに、小学生のときにキックベースの先輩に感じたような、胸のときめきを感じたんです。
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　でも、告白をするにはとんでもない勇気が必要でしたね。

　だって、自分は見た目は女性なわけです。相手はまさか自分の心が男性だとは思っていないはず。自分とこうやってメールをしているのも、単なる親しい同性の友だちとして、かもしれないんです。ここでもし「ずっと好きでした」と気持ちを打ち明けたら、「気持ち悪い」と思われるかもしれない。そうなったら、もう二度と立ち直れないかもしれない。

　彼女のことを考えると、いつも頭が堂々巡りになりました。

　でも、こういう時、自分は意外と行動にでちゃうんです。

　たぶんプロレスラーになって、精神的にタフになったのかもしれません。くよくよ考えても仕方がない。だったら、行動に出て、ダメならダメで考えよう。まさに当たって砕けろの精神です。

　それで知り合ってからしばらくした頃、メールで思い切って告白したんです。

「良かったら付き合わない？」

　そうしたら「こちらこそ、よろしくお願いします！」とＯＫをもらいました。

　ＯＫをもらったときは、とてつもなく喜びました！

　それこそ、雄たけびをあげてジャンプ！　マンガみたいなヤツです。

　初めての彼女ができたというのも嬉しかったですが、それ以上に、自分を理解し、受け入れてくれる人がいたというのが堪らなかったんです。こんな自分でも存在していいんだ、初めてそう思えて、すべてが救われた気がしました。

　交際するようになってから、彼女の前だけでは本当の自分を出せました。それまでは公の場では、自分のことを「私」と呼んでいましたが、彼女と２人だけのときは「オレ」を使うようになりました。

　ただ、本当の内面は出すことができても、身体は女性のままです。

　まあ、髪型や服装はかなりボーイッシュにしてはいましたが、見る人が見れば女性であることは丸わかりなわけです。自分といたら彼女が世間的に変な目で見られてしまうんじゃないか、という不安はいつもありました。だから、彼女といるときは必要以上に胸を押しつぶして服を着たり、男性っぽい仕草をすることを心掛けていました。

　彼女と付き合っていることは、周囲の選手にはもちろん、家族や知人を含めて誰にも秘密にしていました。

　デートといっても食事をする程度だったし、人目があるときは仲の良い友だち同士のように振る舞っていました。当時はまだ新人で無名に等しい存在でしたが、プロレスラーはお客さんの前に立つ仕事。「万が一、誰かに見られて変な噂を流されたらマズイ」と思い、極力目立たないようにして、デートといってもせいぜいお互いの家を行き来するくらいで過ごしていました。

　普通のカップルに比べたら、なにかと不自由でぎこちない関係だったかもしれませんが、それでも気持ちが繋がっているということだけで幸せでした。




予期せぬカミングアウト




　初めてできた彼女との交際は、誰にも知らせず、ひっそり続けていくつもりでした。

　しかし、意外なところから家族にバレてしまいます。

　きっかけは、姉とのメールでした。

　自分は姉と仲良しで、実家を離れた後も頻繁にメールで近況を報告し合っていました。

　ちょうど彼女と親しくなり始めた頃だったと思います。つい嬉しくて、姉に「最近、仲の良い女の子がいるんだよね」なんて感じで送ってしまったんです。姉は勘が鋭いところがあるので、それを見て「ピン！」ときたらしいんですね。それで「由加莉からこんなメールがきた！」と母に見せてしまったんです。
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　それからは、ちょっとだけ大変でした。

「いったいどういうことなの？」

　驚いた母から電話がかかってきました。

　自分はまだ隠しておきたかったから、しどろもどろになってしまい、うまく話せない始末。結局、言いたいことも言えず、もやもやしたものが残ったまま電話を切ってしまいました。

　実は、この電話の直後、自分は久しぶりに里帰りする予定を立てていたんです。「仙女」がアメリカでの大会に参戦、自分も出場することになったので、パスポートを申請していたんですね。それができたということで実家に取りに行く予定だったんです。

　でも、この電話もあって、なんとなく帰りくい雰囲気に……。だけど、パスポートは必要だし、自分の気持ちは伝えたいし。それで気が付いたら父に電話をしていました。

　以前にも書きましたが、父は母の再婚相手で、自分が小学３年生のときから一緒に暮らすようになりました。自分は直後に思春期に突入したこともあって、父にはどこか一線を引いていたというか、心の底からは打ち解けてはいませんでした。
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　電話では自分の性自認のこと、そして彼女のことをすべて打ち明けました。

　父は自分の話を最後まで静かに聞くと、穏やかにこう言ってくれました。

「俺は、由加莉の気持ちが男の子だってことに前から気付いていたよ。お母さんはびっくりしているだけだから心配しなくていい。でも、少し時間はかかると思うから、何かあったらお父さんに連絡しておいで」

　父が自分のことをそこまで見ていてくれたとは、驚きでした。

　たとえ娘の気持ちが男の子であっても、自分たちの子どもであることに変わりはない。そう言ってくれているようで、とても心強く感じました。

　母も少し時間はかかりましたが、最後は自分のことを受け入れてくれました。

　意図しない家族へのカミングアウトになってしまいましたが、こういう機会でもなければ本心を打ち明けることはできなかったかもしれません。そういう意味では、おしゃべりな姉には感謝しています（このとき、父や母がどのような気持ちだったのか、こちらで話を聞いていますので、そちらもどうぞ！）。

　そして感謝といえば、そういう機会を作ってくれた彼女という存在です。

　彼女とはその後、お別れすることになりましたが、一緒に過ごした日々は自分の中でかけがえのない大切な思い出になっています。




「仙女」所属として最後の試合




　そんな感じでプライベートで怒涛の日々を過ごしていた頃、自分はプロレスラーとして大きな決断をしました。

　慣れ親しんだセンダイガールズプロレスリングを退団しようと思ったんです。

　こちらでも書いていますが、２０１３年から自分は「仙女」に籍を置きつつも、東京を拠点にして活動していました。

　当時の自分にとって最大の目標は、「里村さんを超えて、業界ナンバーワンの女子プロレスラーになる」ということでした。「仙女」のプロレスはもちろんすばらしかったですが、団体の中に留まっていてはトップの里村さんは超えられない。里村さんを倒すには、「仙女」を離れ、あえて厳しい環境に身を置き、様々な団体に上がって自分を磨く必要があると考えたんです。

「仙女」はプロレスラー・花月の生みの親ですから、本当に悩みました。

　でも、最後に背中を押してくれたのは、「〝生きるためにがんばる〟という生き方をしよう」という、あの里村さんの言葉でした。

　里村さんは、そういう自分の勝手な思いを受け入れた上で、退団を認めてくださいました。

　２０１４年12月６日、センダイガールズプロレスリングの年内最終戦（宮城野区文化センター）で、自分は所属最後の試合をしました。相手を務めてくださったのは、里村さんでした。

「仙女」に入団してから６年、試合ではすべての思いをぶつけました。

　でも、里村さんという壁は、あまりに高かったです。

　自分と同じ15歳でデビューした後、団体の若きエースとして、長与千種さん、アジャコングさん、北斗晶さんなど、数々の伝説的なプロレスラーと闘ってきた里村さんは、女子プロ界随一の実力者。やはり、その強さは別格でした。

　試合は16分30秒、里村さんの得意技デスバレーボム（相手をうつ伏せの状態で肩に担ぎ上げ、頭からマットに落とす大技）を受けて負けてしまいました。
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　まだまだ、里村さんは超えられない。

　超えるためには、もっと必死でやらなければならない。

「仙女」の所属選手として最後の試合は、改めて自分の目標を明確にしてくれた試合になりました。




初めてのアルバイト面接




　２０１５年の年明けから、自分はどこの団体にも所属しない、フリーランスのプロレスラー・花月としてやっていくことになりました。

　フリーランス生活は甘くはなかったです。

　おかげさまで、試合そのものはたくさん組んでもらえました。でも、お金が……。残念ながらファイトマネーだけでは、食べていけないんです。そこでやむなくアルバイトを探すことにしました。

　アルバイト情報誌で見つけたところに電話をすると、履歴書を持ってさっそく面接にきてくれ、ということになりました。身体を動かす仕事がやりたいと思っていたので、職種はスポーツジムのインストラクターでした。

　履歴書の性別欄の「男・女」のどちらかに〇、というところに違和感を覚えつつも、どうにか書き上げて持っていくと、面接官が怪訝な表情を浮かべています。

　自分、面接にスーツを着ていったんですね。「仙女」では先輩から「お願いするときは、それにふさわしい身なりで！」と口を酸っぱくして教わっていたので、当然ここはスーツが正解だろう、と臨んだんです。

　でも、後で色々な人から聞いたら、「アルバイトの面接なら、少しきれいめの私服でいいよ」と言われて、「えっ、そうなの!?」って。自分は中学を出てからプロレスの世界しか知らなかったので、一般常識がなかったんですね。

　このとき、社会に馴染むために久々に女性を演じました。

　たとえば面接を受けにいく際には、マナーとして化粧をしなければならないですよね。スーツを着るなら、パンプスだって履く必要がある。それで化粧をして、パンプスを買って履いてみたのですが、これが実に歩きにくい。「女の人って、毎日こんなことをしてんのか。たいへんだな～」と他人事みたいに感心しちゃいました。

　そうまでして受けにいった面接ですが、結果は不採用でした。

　プロレスは週末に興行があることが多いので、平日中心で働かせてください。

　そう希望を述べたところ、「……その週末に入ってくれる方を探しているんです」って。加えて、アルバイトなのに兼業禁止だと言われてしまいました。

　だったら最初から募集要項に書いておいてよ、とがっかりして自宅の最寄り駅に帰ってきたら、たまたま目にとまった焼肉屋さんに「アルバイト募集」の張り紙が……。〝まかない付き〟の言葉に惹かれてすぐさま応募。そこで１年弱働いて、それからスターダムに所属するまでは別のスポーツジムでインストラクターをしていました。

　アルバイトはプロレス業界以外の方とも交流ができたし、社会の一般常識も学べて、とてもいい経験になりましたね。




お試しでの交際




　金銭的にはギリギリでしたが、フリーランスのプロレスラーはやりがいがありました。

　団体に所属するレスラーと違って、フリーのレスラーは上がるリングすべてがアウェー。当然、お客さんからは「この選手はやれるのか？」と厳しい視線が注がれます。でも、いい試合をしたらしっかりと評価をしてくれるのがプロレスファンです。

　フリーの選手にとって一戦一戦が常に勝負。

　常に緊張感はありましたが、良い試合をして、リングを自分の色に染められたときに浴びる歓声の気持ちよさは、病みつきになりました。

　目まぐるしくも充実しているフリーランスの日々。

　実はこの頃、自分にはまた恋人ができました。

　お相手は〝男性〟でした。

　その方に迷惑がかかってしまうといけないので詳細は省きますが、同業者のプロレスラーでした。

　最初は友人の一人として一緒に遊んだりしていたんです。でも、何度か顔を合わせているうちに「なんか良い人だな」と感じるようになったんですね。

　それまで自分はずっと内面は男だと思って生きてきました。

　だから、男性にそうした思いを抱くことはなかったし、突然、湧いてきた感情に最初は戸惑いを覚えました。でも、もしこの気持ちが本物だったら、自分は女性として生きることができるかもしれない。そうすれば、もう性の自認に悩む必要もなくなる。そう思って、自分の可能性にかけてみることにしました。
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　相手の方も自分のことは憎からず思っていたようで、わりとすんなりお付き合いすることになりました。お互いの職業柄、周囲の目が気になるので、デートといっても２人で食事をするくらいの、ささやかな交際。２人で会うときは、せいいっぱい女の子っぽく振舞って、可愛らしく見えるように努力をしました。

　でも、ダメでしたね。結論から言えば、うまくいきませんでした。

　相手の方への好意にウソはなかったです。でも、それは女性が男性に対して抱く〝素敵な人〟というものとは違ったようです。付き合ってみてわかったのですが、それはどちらかといえば、友人に対する〝いいヤツ〟でした。

　言い方を変えれば、やっぱり自分は女になれなかったんです。

　相手の方には、とても悪いことをしたと今でも後悔しています。

　この一件以来、「本来、男性なのに女性に生まれてしまった」という思いを改めて強く意識するようになりました。
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突然の無期限休養宣言




　プライベートではそんな感じでボロボロになることもありましたが、プロレスの方は順調そのものでした。

　活躍の場はどんどん広がり、２０１６年からは女子プロレス業界でトップの団体「スターダム」にも参戦するようになります。

　この頃になると、フリーランスという立場でありながら、参戦する団体でメインイベントなど、大きな試合を任されることが多くなります。大会を締める重要な試合ですから、無様な試合はできません。プレッシャーはハンパではなかったです。

　フリーランスという立場は、時間が経つと新鮮味がなくなります。最初は珍しいから重宝されますが、時間が経つと、だんだんその他大勢の扱いになっていきます。

　自分はその他大勢にはなりたくなくて、自分の居場所を作るために必死で闘っていました。

　でも、キャリアが10年に近づいた頃、突然、不思議な感覚に囚われたんです。

「このままプロレスを続けて、何があるのだろうか？」
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　プロレスラーとしての自分に、行き詰まりを覚えたんですね。

　その頃の自分は、タイトルマッチなどの大きな試合で勝てなくなっていました。そういう試合が続くうちに、「プロレスは嫌いじゃないけれど、もうリングに上がりたくない」、そんなことすら考えるようになりました。

　現役続行と引退、気持ちが揺れ動いて、どこかに消えたくなりました。翌年にはデビュー10周年記念大会を企画していたので、そこで終止符を打つのもアリかな、などとも考えました。

　そういう曖昧な気持ちのままではリングには上がれません。そうして２０１７年の春自分は無期限休養に入りました。

　プロレスはもうたくさん。もうやりたくない。

　そういう後ろ向きの感情を抱えて、連日のように暗く沈んでいました。そんなとき、ある先輩が食事に誘ってくださったんです。

　２０２２年６月現在、アメリカで活躍している紫雷イオ選手です。イオさんは自分のことを前々から気にかけてくださっていて、心配して声をかけてくださったんですね。

　食事の場で話を聞いていただいているとき、つい「辞めたい」と弱音を吐いてしまいました。そうしたらイオさんは「花月にはプロレスを嫌いになって辞めてほしくない」「大好きで引退してほしい」と励ましてくださったんです。

　このことがきっかけの一つになって、自分はもう一度、プロレスについて深く考えてみました。

「里村さんを倒して、女子プロレス界のナンバーワンになる」

「仙女」の入門テストの面接で、自分が言った言葉です。

　自分はまだ〝理想のプロレスラー〟にはなっていない。それなのに、もうプロレスを諦めるのか。夢を実現するために、やるべきことはあるんじゃないか……。

　やっぱり、まだプロレスをやりたい。

　そう思ったら、身体がウズウズしていました。

　無期限休養宣言からわずか２か月後、自分は復帰を発表しました。

「なんだよ、無期限って言っておきながら、たった２か月で復帰すんのかよ！」

　この早過ぎる復帰宣言は、非難もされました。たしかにその通り。言い訳の余地もありません。でも、自分の中では考えに考えた結果なんです。お騒がせしたことは申し訳なかったですが、自分としては生まれ変わったような爽やかな気持ちでした。




自分がやりたいプロレスをやる！




　復帰を宣言した自分には、ある狙いがありました。

　それはスターダムへの本格参戦です。

　スターダムは、数々のスターを輩出した伝説の女子プロレス団体、全日本女子プロレスで企画広報部長を務めていたロッシー小川さんが、２０１１年に設立した団体です。

　従来の女子プロレスの概念を打ち破る、華やかでありながら、激しいプロレスで、多くのファンに支持されていました。

　自分は前述のとおり、２０１６年からフリーランスとしてスターダムに参戦していました。そこで一人のレスラーに出会います。〝スターダムのアイコン（象徴）〟と呼ばれている、岩谷麻優選手（以下、現役のときと同じく岩谷と書きます）です。

　岩谷はスターダムの旗揚げと同時にデビューした一期生。難しい技を簡単にこなし、意表をつくような動きを見せる天才型の選手で、努力を積み重ねてきた自分とは対極に位置しているように思えました。
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　無期限休養で自分と向き合ったとき、頭に浮かんだのがその岩谷の顔でした。

　岩谷を超えたい、勝って自分の強さを証明したい。

　理想のレスラーになることを考えたときに、そのことが頭に浮かんだのです。

　岩谷はスターダムの中心選手。彼女と闘うにはスターダムの中に飛び込む必要があるのではないか。そう考えて、復帰後の２０１７年11月１日、自分はスターダムの所属選手になり、〝打倒岩谷〟を目標に闘っていくことになりました。

　思い返してみると、スターダムの所属となってからの自分は、プロレスラーとして一番ハジけていたかもしれません。

　スターダムでは「大江戸隊」というユニットのリーダーになりました。岩谷が率いる正規軍の「ＳＴＡＲＳ」と敵対するチームです。「ＳＴＡＲＳ」が正義の味方だとすると、「大江戸隊」は悪のヒーロー。「大江戸隊」をやっていくにあたっては、昔のような凶器を使っての〝極悪スタイル〟ではなく、愛されるヒール（悪役）を目指しました。

　ヒールになってからは、とにかくお客さんのことを考えました。

「おもしろいものを見せたい」

「誰もやったことのないことをやりたい」
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　会場にきてくださっているお客さん全員に楽しんでいただくために、会場をできるだけ広く使うことをモットーに試合に挑みました。

　当時、会場に到着したら必ずやっていたのが、観客席の最後列に座ること。リングに一番遠い客席に座って会場を見渡し、「今日は何をやってやろうか」と考えるんです。このルーティーンは昔、アジャコング選手から教えていただいたものです。大きな会場でやるときに『一番後ろで観戦している人にも伝わることをしなくては意味がない』と。それがずっと心に残っていて必ず行っていました。

　とくに岩谷との試合には神経を削っていましたから、準備はそれこそ入念に……。

　たとえば、２０１７年９月18日の後楽園ホール大会、岩谷が入場してきた瞬間に「ヤル！」と。入場ゲートをぶっ倒して岩谷を下敷きにしてやりました。

　他には階段から突き落としたり、リングの外にしばりつけたり、観客席の壁によじ登ってそこからチェーンで首つり状態にしたり……。お客さんが怒ったり、楽しんだりしているのが最高に嬉しかった。

　ヒールになって、見た目も変えました。髪型はオールバックで、顔には黒のペイント。コスチュームも黒に変えて、表彰式や記者会見など公の場に出るときにはスーツでビシッと決める。色々な意味で〝なりたい自分〟でいることができたんですね。「自分は自分のまま、自分らしくいればいいんだ」と思えたし、本当に充実していました。
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　そうした気持ちの充実に、プロレスの結果もついてきます。

　重要な試合で勝利を重ねることができ、２０１８年６月９日には、ワールド・オブ・スターダム選手権でチャンピオンのトニー・ストーム（現・ＡＥＷ）に勝利し、団体最高峰のベルト（通称〝赤いベルト〟）を獲得することもできました。その後、同王座は強豪相手に８回防衛することができました。

　自分の中では、理想とするプロレスラーの姿に近づいてきた実感がありました。

　そうなると、自然と〝終わり〟について考えるようになります。

　つまり、プロレスを辞めた後の第二の人生です。




芽生えた引退の決意




　プロレスを始めてから11年。30歳という節目の年齢が徐々に近づいてきていました。やりたいことはやったし、後輩の選手もどんどん育ってきている。そろそろ身を引いて、何か新しいことを始めてもいいのではないか。
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　２０１９年に入り、強くそう思うようになりました。

　新しいことをするなら、早めに動いた方がいい。おぼろげだった想いが確信に変わった夏の初め、当時、団体の社長であったロッシー小川さんに引退をしたい、ということを伝えました。小川さんは自分の話をしっかりと聞いてくれ、２０２０年２月に引退をすることになりました。

　実はその頃、スターダムもまた大きく変化しようとしていました。プロレスファンならご存知だと思いますが、株式会社ブシロードの傘下になるという話が進んでいたのです。自分はキャリアが一番上だったこともあって、一般に発表される前から話を聞いていました。そしてこの話があったことで、引退の決意はさらに固くなりました。

　これは決して後ろ向きな話ではなく、前向きな話として聞いていただきたいのですが、団体が新体制に変わるのであれば、引退するベストなタイミングなのではないかと思ったんですね。新しい体制に変わるときは、また新しい選手が出てくる。辞めていく自分はその邪魔にならないうちに去った方がいい。そう考えたんです。だから、新しいスターダムと契約するつもりはありませんでした。

　でも、スターダムの事業を受け継いだ株式会社ブシロードファイトの原田社長は「たとえ１か月でも、お互いのためにきちんと契約しましょう。もちろん、引退することを止めることはありません」と誘ってくださいました。引退試合はフリーランスとして自主興行をするつもりでいることをお話すると、「喜んで選手を派遣させていただきます」とまで言ってくださったのです。

　自分の引退がスターダムの新体制への切り替わり時期とほぼ同じで、他の選手の退団（引退）と重なったこともあって、「花月は会社と揉めたから、辞めるんじゃないか？」といった噂が一部で流れたこともありました。でも、自分の引退は新体制の話が出る前から決めていたことだし、契約や引退試合についても新体制からの最大限のバックアップがあったことが事実なんです。プロレスの本ではないのでこの件について書くか迷いましたが、スターダムが今でも大好きだからこそ書かせていただきました。




プロレスラー・花月、最後の日




　２０１９年12月24日の後楽園ホール大会、この年を締めくくる重要な大会のメインイベントで、岩谷と団体最高峰のベルトをかけて闘いました。

　お互いの意地と意地がぶつかり合った闘い。自分は持てる技のすべてを出しましたが、22分17秒、最後は岩谷のムーンサルトプレスに屈しました。負けたけれど、すべてを出し尽くしたので悔いはない。そう思えた一戦でした。

　翌日、記者会見を開いて、２０２０年２月24日をもって引退することを発表しました。引退試合まで時間も少なく、急な発表だったこともあり、ファンのみなさん、関係者のみなさんを驚かせてしまいました。突然の発表になってしまったこと、申し訳なく思っています。ありがたいことに「まだ動けるのに、もったいない」と声をかけてくださる人もいました。でも自分の中ではもうスッキリしていました。

　年が明けて２０２０年。１月末まではスターダムの所属選手として試合に出場しつつ、２月24日の引退興行の準備を進めました。多忙を極めるとはまさにこのことで、今、振り返ってみるとよくできたなと思ってしまいます。

　引退興行の日。今となって思えば、コロナ禍直前のギリギリの開催でしたが、多くの方に集まっていただきました。本当に自分はタイミングに恵まれていました。あと１週間、日程が後ろにずれていたらきっと開催できなかったと思います。
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　引退を決断した日から、プロレスラー・花月の最後の相手は、師匠の里村明衣子さんだと決めていました。里村さんは自分の申し出を、快く受けてくださいました。

　プロレスラーになって11年６か月。試合ではそのすべてを里村さんにぶつけました。

　里村さんを超えて、女子プロレス界のナンバーワンになること。

　それが自分の目標でした。

　しかし、最後の試合でも敗北。結局、里村さんを超えることはできませんでした。

　でも後悔は一切なかったです。

　強くなりたくて、一番になりたくて、自分の我がままを押し通してばかりだった女子プロレス人生。でも、そんな自分をすばらしい先輩や仲間、そしてたくさんのファンの方々が温かく支えてくださった。

　ナンバーワンにはなれなかったかもしれない。

　でも、女子プロレスラー〝花月〟のプロレス人生は、最高で最強でした。
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突然のカミングアウト！

ご両親はどう思ったか




石野結（以下、結）　僕がカミングアウトしたとき、どう思っていたのか、ずっと気になっていて……。今日はいい機会だからちょっと２人に聞いてみたいです！　まず、僕の性自認が男だってこと、気づいていた？

母　ぜんぜんわからんかった。小さい頃はスカートだって嫌がらずにはいていたし、髪だって長かったし。

結　でも、小学校も高学年になると、髪もだんだん短くなっていったよね。

母　そうね。いま思えば、ズボンをはくことも多くなったかな。でも、結は運動神経が良かったから、活発な女の子ぐらいにしか思っていなかったかも。

結　お父さんは僕が電話で初めてカミングアウトしたとき、なんとなく前から気づいていたようなことを言っていたけど。

父　僕は結が小学３年生のときから一緒に暮らすようになったけど、やけに男の子っぽい遊びを好むなって思ってたかな。トランシーバーとか、ラジコンとか好きだったし、バイクの後ろなんかにもよく乗ってきたよね。

結　そうそう（笑）。

父　あとは、一緒に男の子が好きそうな映画を観たり……。

結　男の子と一緒にいる感じ？

父　そうね、そんな感じだったかもしれない。

結　僕の性自認を知ることになった具体的な出来事ってある？

父　具体的な出来事というとパッとは思い浮かばんけど、色々なことの積み重ねがあって、なんとなく肌で感じていたんかもな。

結　そういう中で、僕の電話（こちら参照）があったんだよね。

父　結が仙台にいるとき、僕の携帯に電話がかかってきて、「実は心が男だ」と打ち明けられて。そのときお母さんに直接言うとショックを受けるかなと思って、「いまはまだ修行中の身だから、レスラーとして一人前になったときに言えば？」って話したよね。

結　お父さんはショックを受けなかった？

父　実は、勤め先の研修で、ＬＧＢＴについて勉強したことがあったんだよ。年に１回、夏季研修があったんだけど、その中で性的マイノリティに関する講義があった。「性別だけじゃないんだな」ということを理解していたから、個人的にはスムーズに受け入れることができたかな。

結　ちゃんと真面目に講義を受けていたんだね（笑）。

父　大切なことだから、ちゃんと頭に入れていたんです（笑）。

結　お母さんは僕の性自認のことを知ってどう思った？

母　お姉ちゃんから聞いたんだよね。結から「仲の良い女の子がいる」みたいなメールがきたって。最初は正直、びっくりした。

結　やっぱりショックだった？

母　絶対に認めないとか、反対だとか、そういう風には思わなかったよ。ただ、当時はまだＬＧＢＴＱに関する知識がなかったから、受け入れるまでに時間がかかったというか……。でも、お姉ちゃんもお父さんも結の味方だった。だから、だんだん私も「そうだね、結が生きやすいのが一番だな」って思えたかな。




性別適合手術も後押し

「生きやすいのが一番！」




結　僕の性自認については受け入れてくれたわけだけど、性別適合手術となるとまた話は別だよね。手術をしたいって聞いたときはどう思った？

父　「男になりたい」という意志が強かったもんね。だから反対はしなかった。人生をやり遂げてほしいという気持ちの方が強かったかな。

結　お母さんはどうだった？

母　手術よりも、最初に聞いたとき（＝カミングアウト）の方が衝撃的だったから、手術はもう生きやすいように、という感じだった。

結　僕はどちらか１人に反対されていたら手術をするつもりはなかった。だから、自分の中では一か八かの勝負だったんです。ホンマ、理解してもらって感謝です。




ご両親から見た、男になって変わったところ




結　僕は男になったわけだけど、何か変わったことってある？

父　男やね（笑）。これまでのボーイッシュが、本物の男になったな、という感じかな。

結　えっ、本当？（笑）。

父　本人が意識しているかどうかはわからないけど、言葉使いとか、仕草さは完全に男だね。僕はもう完全に一人の男として接している。

結　それはうれしいかも。

母　もともと兄弟は仲良かったけど、男の子になってから弟たちとの距離が縮まった気がする。

父　たしかに。みんなで男っぽい冗談を言い合ったり。気分的には三男ができたような感じ（笑）。

結　そこは長男じゃないんかい（笑）。でも、やっぱり以前よりは堂々と道を歩けるようになったな。活き活きしている気もするし。

父　前にも増して（笑）。殻を破ったんやないか。




男・石野結のこれからの人生に望むこと




結　これから僕は、男性として生きていくわけだけど、ちゃんと人生を歩んでいけるかな……。

父　よく話をしているけど、ちゃんと結婚をして、家庭をつくって、そこに子どもがいれば一番いいよね。

結　僕は本当にこの家が好きだから、２人のような温かい家庭を築くのが目標！

父　そう思ってくれて、うれしいな。

結　この本を読んでくださっている方のなかに、僕らのような家族がいたら、親御さんにどんなアドバイスができるかな？

父　どういう性自認であれ、自分の子どもには違いないので。男性、女性にこだわることなく、家庭の中の子ども、家族というかたちで接すれば、それでいいと思います。

結　男性、女性にこだわることなく？

父　そう。変わる、変わらないといったこだわりは、あまり持たなくてもええんやないかな。どんなかたちであれ、家族として一番に応援できたらいい、と思うよ！

結　お母さんはどう？

母　お父さんと同じで、男の子であっても、女の子であっても、我が子であることに変わりはないよね。本人が一番生きやすいように、生きさせてあげたいと思ってほしいですね。

父　親はみんな、子どもが健康で幸せにいることを祈っているからね。

結　最後に伝えたいことはある？

父　結のような悩みを抱えている子どもは、たくさんいると思うんです。そういう子どもの中には、色々な理由があって家族に相談しにくい子がいるかもしれない。そういう子どもの受け皿になるところができるといいな。たとえば公的な相談できる窓口がもっと増えてくれればうれしいね。

母　私は５人産んで育ててきました。もちろん出産は大変でしたが、経験してきて思うのは『産むことよりも育てることの方が大変』ということ。愛情を持って育てれば、子どもと血縁関係がなくても素敵な家庭は築けるはず。焦らずがんばって。

結　２人の気持ちが聞けて、石野家のことがもっと好きになりました。今日はありがとう！

〈了〉
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プロレスラーという肩書との決別




　引退試合をした２０２０年２月24日の翌日から、プロレスラーの花月は一般人の石野由加莉に戻りました。

　自分はプロレスラーであったことを、もちろん誇りに思っています。

　だけど、そのことを引退してからも引きずるつもりはありませんでした。

　花月という存在は、引退試合で封印する。それでいいじゃん！

　そういう気持ちでいました。

　自分にとって、女子プロレスは本当の自分を出すことができる、かけがえのないものでした。でも、別の味方をすれば、男性の心を持ちながら女性でいなければならない、そんな自分のコンプレックスからたどり着いた世界でもあったんです。

　自分の中では、プロレスはやりきったという思いがありました。だから、いつまでもコンプレックスを引きづっているのではなく、前を向いて次のステージに進みたかった。まっさらな状態で、次の新しい世界に足を踏み出したかったんです。

　新たな希望を持って臨んだ、第二の人生。

　志望したのは、フィットネス業界でした。

　フィットネスジムというと、器具を使ったウエイトトレーニングのイメージが強いかもしれませんが、エアロビクスやボクササイズといったスタジオで行うレッスンもあります。

　そうしたレッスンは、心肺機能の向上や脂肪燃焼効果の上昇などを目的にプログラムを組んでいるのですが、フィットネス業界にはそうしたプログラムを考える専門の会社があるんです。自分はそうした会社に入って、インストラクターにレッスンプログラムを教える仕事をやりたかったんです。

　現役の頃は、後輩に教えることが好きでしたし、スターダムでは若手のコーチを兼任していたこともあります。トレーニング自体にも興味があって、色々なトレーナーのもとでパーソナルレッスンを受けてきました。

　正しいトレーニングの結果、自分の動きがよくなったり、肉体改造の成果が出ることはやはり嬉しいものです。そして、仕事を通じてそのことを多くの人に伝えることができれば、社会的な意義もあります。

　そのためには、まだ体がバリバリ動けるうちにはじめた方がいい。

　そう思ったから、自分はあの時期に引退を選んだんですね。




新型コロナウイルスにくじかれた門出




　引退後の２０２０年４月から、自分はある外資系のフィットネス関連会社で働き始めました。

　現役中に就職活動を始めていたので、引退から間を置くことなく就職をすることができました。これまでとは違う、まったく新しい毎日が始まる。たくさんの期待と少しの不安で胸をワクワクさせていたのですが、新型コロナウイルスのパンデミックがすべてを狂わせました。

　きっと２、３か月で落ち着くはず。

　新型コロナウイルスが広がり始めたとき、自分もみなさんと同じように考えていました。４月に入社する頃には、きっとこのパンデミックも終息しているだろうと。

　でも、事態は悪化する一方でした。〝密を避ける〟〝ソーシャルディスタンス〟といった言葉が生まれ、他人と同じ空間にいることが難しくなりました。

　フィットネスの世界は、密になるシチュエーションが数多くあります。

　新型コロナウイルスが猛威を振るう中、全国のフィットネスジムは営業を自粛するようになりました。営業自粛が長期化すると、閉鎖に追い込まれるジムが次々に出てきました。

　自分が入った会社も、コロナの影響をもろに被りました。

　地球規模のパンデミックでしたから、外資系企業にとっては致命的です。会社の業績は新人の自分でもわかるくらいに悪化し、回復する見通しもまったく立たない状況に陥りました。

　このまま会社に留まって、パンデミックの終息を待つべきか。

　それとも別の世界に行って働くべきか。

　憧れの業界だっただけに、かなり悩みました。

　でも、あるとき原点に立ち返ってみたんです。そもそも働くって何なのか。プロレスを辞めた後、どういう人生を歩むつもりだったか。

　そこで湧いてきたのが、〝自分らしく生きよう〟ということでした。

　プロレスを辞めて、せっかく新しい人生を歩み始めたんです。いつ好転するかわからないなか、ほとんどなにもせず暗い気持ちで過ごすのは自分の性に合いません。どうせ悩むのなら、好きなことを思いっきりやって悩んだ方がずっといい。

　そう思い至って頭に浮かんだのが、ドライバーという仕事でした。

　車の運転はもともと大好きだし、ドライバーだったら〝密〟とは無縁だからバリバリ働ける。善は急げとばかりに求人サイトをいくつもチェックして、ドライバーの仕事を探しました。自分に合いそうな会社にはかたっぱしからメールを送って、面接のアポイントをどんどん取っていきます。

　できることなら、プロレスラーという経歴は隠したかったのですが、履歴書に書かないわけにはいきません。面接では当然、「え、プロレスやってたの？」と突っ込まれましたが、そのことが不利になることはなかったです。

　ただ、やはり女性として面接をしてもらっているので、かんたんな化粧をして、パンプスをはいていきました。

　物流業界は慢性的な人手不足ということもあってか、未経験の自分でも、ある会社の内定をいただけました。仕事の内容は、倉庫内でのフォークリフトのドライバーです。

　急激な方向転換でたどり着いた仕事でしたが、自分には向いていました。中学を出てからほぼプロレスの世界しか知らなかったので、決まった時間に起きて働くということ自体が新鮮で、毎日ワクワクしました。

　入社当初は普通免許しか持っていなかったのですが、すぐにフォークリフトの資格も取得しました。




世間の目に映る自分の姿




　新しい仕事は、とてもやりがいがありました。

　職場の方々もとても優しくて、右も左もわからない自分を受け入れてくれました。

　すべてが順調に行っている。たぶん傍から見たら、そういう風に見えたんじゃないかと思います。

　でも、正直にいうと、自分はこのときに過去に経験したことのないほどの〝いづらさ〟を感じていました。

　会社がブラックだったとか、同僚にいじめられたとか、そんなことは全然ないんです。自分は会社では唯一の女性社員でした。だから、会社は自分のために女子更衣室を作ってくれるなど、働きやすい環境を整えてくれました。同僚の方々も自分にとても気を遣ってくれていました。

　でも、こういうことを言うと我がままに思われるかもしれませんが、そうやって女性だからと気を遣っていただくことが、本当はとてもつらかったんです。

　思えば、自分は中学を出てから普通の社会をほとんど知りませんでした。

　女子プロレスの世界はとても特殊です。男性スタッフはいることはいますが、大部分が女性。自分の場合はアイドルレスラーではなく、ボーイッシュなタイプのレスラーだったので、男性から好意的な目で見られることは少なかったように思います。伝わりにくいかもしれませんが、女子プロレスの世界にいる間は、自分は男か、女かという以前にプロレスラーの花月として見られていたんですね。だからこそ、現役時代は、性別についてそれほど深く意識しなかったと思うんです。

　でも、女子プロレスの世界を一歩出たら、やっぱり自分は女なんですよね。

　花月ではなく、石野由加莉。自分がどう思っていようが、周りは自分を女性として見る。女性だから丁重に扱ってくれるし、自分を異性として見て、好意を寄せられることだってある。

　自分の性認識について、会社の方には一切打ち明けていなかったので、それは当然の反応だと思います。仕方がないことです。でも、それが許せなかった。女性扱いされる自分がウソをついているみたいで、とにかく嫌で、受け入れられなかったんです。

　自分は、強く、かっこよくなりたくて、プロレスにすべてを捧げてきました。

　でも、社会に一歩出たら、結局、何も変わっていなかった。

　その事実に打ちのめされました。

　このまま自分を偽って生きるしかないのか。

　そうすべてを諦めかけたとき、自分の人生を変える出来事が起きました。

　プロレス時代の大切な盟友・木村花選手の死です。




盟友・木村花選手の死




　大きく報道されたので、ご存知の方も多いと思います。

　２０２０年５月23日の未明。プロレスラーの木村花さんが亡くなりました。

　木村花選手と自分は、現役時代、「大江戸隊」という同じユニットに所属し、一緒に闘っていた時期がありました。自分にとってはかわいい後輩です。だから、ここからは生前いつも呼んでいたように、「花」と呼ばせていただきます。

　自分から見た花は、キラキラと輝いていました。

　誰もがうらやむような美貌の持ち主で、プロレスに関しても天性の素質がある。そして人の目を惹きつける抜群のスター性……。それでいてまだ若いのですから、いったいどこまで成長するのか、怖いくらいでした。

　素顔の花はとても天真爛漫な性格でした。思ったことをハッキリと口にするから、誤解されることもありましたが、自分にとっては素直でかわいい後輩でした。

　花とはお母さんの木村響子さんとの縁で知り合いました。自分が若手の頃から木村響子さんは目をかけてくださっていて、スターダムへの参戦が決まったときも木村さんは自分をユニットに加えてくださいました。自分がスターダムで率いていた大江戸隊は、もともとは木村響子さんが作ったユニットだったんです。

　そうした関係があったので、花のことは彼女がプロレスデビューする前から知っていましたし、３人で食事をしたりと、仲間というよりもファミリーのような関係でした。
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　花はプロレスデビューをした後、しばらくしてスターダムに参戦。当初は自分の大江戸隊に所属していましたが、後に独立して自分のユニットを立ち上げ、またたく間にスターの階段を駆け上がっていきました。

　自分は引退後、意図的にプロレスと距離を取っていたので、彼女と話をする機会はなかったのですが……。

　あの日、……たしか昼頃だったと思います。

　何気なくスマホでネットニュースを見ていたんですね。

　そうしたらニュースの見出しに、花の名前を見つけました。最初は同姓同名の別人じゃないかって思いました。でも、見出しには〝女子プロレスラー〟と書いてある。その先を読むのが本当に恐ろしかったです。

　その頃、自分はプロレス界といったん距離を置きたくて、現役時代に使っていたスマホの電源を切っていたんですね。

　花のニュースを知って、慌ててプロレスラー時代に使っていたスマホの電源を入れると、数え切れないほどの着信履歴がありました。そのほとんどが早朝に現役のプロレスラー、プロレス関係者からかかってきたもので、ニュースが出る前に知らせてくれたのだろうと容易に想像がつきました。
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　少し気持ちを落ち着かせてから、まず電話をしたのが、花が所属していたスターダムのロッシー小川さんでした。

「リリースが出る前に、花月に知らせるべきだと思って……」

　その声は今まで聞いたことがないほど沈んでいました。それから選手や関係者に連絡をしましたが、何を話したのか覚えていません。頭の中が真っ白になって、何も考えられなかったのだと思います。

　そして……迷いに迷って、悩みに悩んで、何度も「今するべきか？」と考えに考えて木村響子さんにも連絡しました。やっぱり、声を掛けないわけにはいかないと思って……。

　そうして、花に直接会わせていただくことができました。

　花は亡くなっているのがウソみたいに、キレイなままで、いまにも目を覚まして「花月さん！」って声をかけてきてくれそうでした。

　生前の花と会ったのは、引退してから数週間後。２０２０年の３月に一緒に食事をしたのが最後でした。

　あのときは、あんなに元気だったのに……。そう思うと、すべてが夢の中の出来事のようで、まったく現実感がなかったです。




自分らしく生きることを教えられる




　葬儀が終わって、花を見送って……。

　そこからの１か月間は放心状態で、何も手につきませんでした。

　ふとしたときに、花の思い出が蘇ってくるんですよね。

　ああ、あのときはあんなことを言っていたな、とか、あんな表情をしていたなとか。

　引退する１か月前、自分は花と１分間のシングルマッチをしました。当時のスターダムでは引退したり、海外の団体に移籍する選手を全員掛けのシングルマッチ（選手全員と一人ずつ試合をする）をするのが恒例になっていたんです。

　当時、自分と花は袂をわかっていて、それぞれ別々のユニットでリーダーを務めていました。１分間のシングルマッチでも、花は感情剥き出しにガンガンぶつかってきてくれたのですが、試合が終わったとき、自分にだけ聞こえる声で「大好きでした。ありがとうございました」って言ってくれたんですよね。そういう花とのいい思い出が、次々と思い出されて、つらかったです。

「生きるってなんだろう？」

「なんのために生きるのだろう？」

　気が付くと、そんなことばかり考えていて精神状態はどん底でした。

　でも、ある日、気が付いたんです。

　自分がこんな風に悩んだり、苦しんだりして生きることを、花は望んでいないんじゃないかって。

　花のためにも、これからは後悔のない生き方をすべきなんじゃないかって。

　その後悔しない生き方とは、〝自分らしく生きること〟。

〝ありのままの自分〟でいることだって、気が付いたんです。

　これまでの自分は、周りの人だけじゃなく、自分自身も欺いて生きてきました。

　自分のことは男だと思っているけれど、身体は女だから女として振舞う。それが仕方のないことで、当たり前なんだと自分に言い聞かせてきました。

　でも、そんなウソはもう止めようと思ったんです。

　自分は男。だから、心だけではなく、身体も戸籍も男として生きる。

　そうして、男になるための方法を探し始めたんです。




ＬＧＢＴＱってなんだろう？




　自分は一度決めたら、行動を起こさないと気がすまない性格です。

　まずは、その年の春から働いていた運送会社を辞めました。一度リセットして、手術のことを調べることに集中したかったんです。

　そして男になる方法を片っ端から調べました。

　まずはＬＧＢＴＱについてからです。

　実は自分は当事者であるのに、正直、ＬＧＢＴＱのことをあまり理解していませんでした。「自分は自分だから」という気持ちがあったので興味が持てなかったというか……。

　このＬＧＢＴＱについて説明しますと、女性同性愛者のレズビアン（Lesbian）。男性同性愛者のゲイ（Gay）。異性でも同性でも恋愛対象になるバイセクシャル（Bisexual）。そして、これは自分に当てはまるのですが、性自認が出生時に割り当てられた性別とは異なるトランスジェンダー（Transgender）。少し前までは、この４タイプの性的少数者（性的マイノリティ）の、それぞれの頭文字を取って「ＬＧＢＴ」と呼んでいました。

　近年では、ここに「Ｑ」を足した「ＬＧＢＴＱ」がポピュラーになっています。

「Ｑ」には「クイア（Queer）」、あるいは「クエスチョニング（Questioning）」という意味があります。簡単にいうと、自分の性別が男性や女性といった特定の枠に収まらないと考えたり、自分の性別がわからないと思う人が当てはまります。







[image: ]







　そのほかでは、「ＬＧＢＴＱ」に属さない性自認もあるため、「ＬＧＢＴＱ＋（プラス）」という言葉もあったり、「ＬＧＢＴＱ」の代わりに「ＳＯＧＩソジ（Sexual Orientation and Gender Identity＝性指向と性のアイデンティティ）」といった表現もあります。

　さらには、最近、アメリカのパスポートの性別欄に採用されることで注目された「Ｘジェンダー（自身の性を男女いずれかに限定しない性自認）」、恋愛的に他人に興味・関心を抱かない「Ａロマンティック（アロマンティック）」、性的な興味・関心を持たない「Ａセクシャル（アセクシャル）」、性的思考が性別にとらわれない「パンセクシャル」などなど、性的指向はいまや幅広いものが認められているんです。

　では、そうした性的マイノリティの人たちはどのくらいいるのでしょうか。

　資料によって数字は異なるため、かなり幅がありますが、性的マイノリティの人口は総人口のおおむね３～10％にはなるとされています。

　多い方の数字を採用すると、日本人の10人に一人、人口にすると１２００万人もが性的マイノリティの可能性があるわけですね。そう考えると、自分は全然珍しくないんだな、と思えて心が少し軽くなりました。




手術にかかる費用は？




　性的マイノリティについて大まかなところを押さえたら、次は具体的な性別適合手術について調べていきました。

　日本では公的な性別変更、つまり戸籍上で男性から女性、女性から男性に変わるためには、性別適合手術を受ける必要があります。

　性別適合手術は具体的にいうと、男性なら精巣を、女性なら卵巣を切除するという手術です。

　現在の日本では、性別適合手術は基本的に保険が効きません。

　正確にいうと、制度上は保険が適用されるケースもあるのですが、その条件が非常に厳しいため、ほぼすべての方が自由診療というかたちで手術を受けています。

　手術や手続きなどにかかる費用は、数百万円！

　多少の蓄えはありましたが、安心かつ安全な手術を受けるには、お金はあるに越したことはありません。これまで以上に仕事をがんばらないといけないということがわかったので、再び就職活動を始めました。

　いろいろと考える時間が欲しかったので、今回も一人になる時間を確保できる物流系のドライバーに決めました。

　面接では、性別適合手術を受ける予定があることは話しませんでした。

　自分の生き方は間違っていないと思っていましたが、やっぱりどこかで拒絶されてしまうのではないかと怯える自分もいて、話せなかったのです。

　面接の結果、採用していただけることなりました。この会社には２０２０年８月から、故郷の大阪に戻る２０２２年３月までお世話になることになります。

　手術のために少しでも多く稼いでおきたかったので、深夜勤務も行うようになりました。この会社の方々がみなさん、とても良い方だったんです。今となっては面接のときにカミングアウトしてもＯＫだったのでは？　そう思えるほど素敵な人たちばかりで、大阪に戻らなかったら、おそらくずっとお世話になっていたと思います。




ドキュメンタリー番組に自ら売り込む




　職場の環境が良かったこともあって、常に前向きな気持ちで性別適合手術のことを調べていました。

　自分にとってはとても大きな手術ですから、やはり慎重になります。

　病院はどこがいいのか。手術を受けた方の体験談などをチェックしていると、あることに気が付きました。

　それは同じ悩みを抱えた若い人が多いということです。

　自分が小学生だった頃と違って、ネット環境が整っている現在では、同じ悩みを持つ人たちの主張を色々見ることができます。その中には、自分が違和感を抱き始めたときと同じくらいの、小学校高学年の子どもたちの書き込みもありました。悩みを誰にも相談できず、一歩踏み出すことを躊躇している。その様子が手に取るようにわかって、苦しみが伝わってきました。

　あのときの自分には何が必要だったのか？　そんなことを考えていたある日のこと。

　引退から半年以上経っていたし、現役時代の自分のことはファンの方々もきっと覚えていないだろう。そう思って久しぶりに更新をとめていたＳＮＳを見てみたら、引退後にもかかわらず、色々なコメントが寄せられていました。

　自分の中では、プロレスラー・花月は過去のものでしたが、まだファンの方々の中では花月という存在は生きている。それだったら、自分から発信できることがあるのではないか？　そこであるアイデアを思い浮かべたのです。
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　そのアイデアとは、「自分が男になるまで」をドキュメンタリー番組で取り上げてもらえないか、ということでした。

　うぬぼれかもしれませんが、花月という名前がまだ世間で認知されている今、自分が変わっていく過程をテレビで放送できたら少しは注目されるのではないか。そうしたら同じような悩みを持つ人たちの参考になるのではないか。そう思うといてもたってもいられなくなりました。

　しかし、そうかといってテレビ番組の制作会社に伝手があるわけでもありません。

「こうなったら、正攻法でいくしかない！」

　現在放送されているドキュメント番組を調べると、企画書をつくって、番組のホームページのメールフォームに送りました。

　企画書には、自分の生い立ちから性への違和感を抱いた時期のこと、女子プロレスラーだったこと、そしてこれから男になるために性別適合手術を受けることなど、すべてを隠すことなく書きました。

　最初は、ほとんど反応がなかったです。

　メールフォームにはきっと番組に対する意見や企画の売り込みが、毎日山のように届いているはず。一件ずつ事細かに対応するのは至難の業だと思います。

　それでも季節が秋に変わる頃、一人のディレクターさんとお会いすることができました。それが今回、自分のドキュメント番組を撮ってくださったＮさんです。

　Ｎさんには自分がこれまで歩んできた人生や、これからの生き方など、すべてをお話しました。

「ぜひ密着させてください」

　Ｎさんはそう言って、女性としての最後の家族旅行や病院での手術、そしてその後、完全に自分が男になるまで、常にそばにいてカメラを回してくれました。

　この原稿を書いている時点では、まだオンエア日が決まっていませんが、本書同様に自分が伝えたかったことを詰め込んだつもりです。放送後に自分と同じ悩みを持つ人たちに届き、少しでも悩みを軽くできたらいいなと思っています。
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号泣しつつありがとう

感謝を伝える深夜の電話




石野結（以下、結）　夏さんとは現役時代の後期に大江戸隊で一緒だったけれど、出会った頃って覚えてる？

夏すみれ（以下、夏）　10年くらい前、仙女にいらっしゃったときですよね？　私はまだ、当時所属していた団体の練習生だったんですよ。

結　そうそう、仙女から夏さんがいた団体に参戦するときは寮に泊めてもらっていたんだけど、そこに夏さんもいたんだよね。

夏　花月さんの第一印象は〝とにかく優しい先輩〟でしたね。当時、私がいた団体の先輩って、メチャクチャ怖かったんですよ。先輩は怖いのが当たり前だと思っていたから、こんなに優しい人もいるんだって……。

結　そうだったんだ！（笑）　プロレスのキャリア的には自分が先輩だけど、夏さんとは同い年なんだよね。

夏　そうです。年齢が同じだったから、寮ではよく「どんな練習やっているの？」なんて、プロレスに関する話をよくしましたよね。

結　当時のエピソードで覚えているのが、夏さんからの電話！　仙女にいたとき、深夜にある先輩から突然電話がかかってきたんだよね。で、こんな時間になんだろうと思って出たら、夏さんが号泣しながら「いつも優しくしてくれて、ありがとうございます～！（泣）」って。

夏　（大爆笑）その日、私の歓迎会があったんですよ。それでベッロベロに酔わされまして……。何かの流れで先輩に「花月さんにはいつも優しくしてもらって感謝している」という話をしたら、「だったら電話で伝えろ」って。それで電話をかけてしまったんです。

結　電話では名乗りもせずに号泣しているから、誰だか全然わからなくって。後日、遠征のときに電話をかけてきた先輩に「あれ、卜部（夏さんの本名）だよ」って聞いて初めて知ったんだよ（笑）。

夏　その節は大変、ご迷惑をおかけいたしました（笑）。私はそのあと、しばらくしてフリーになったんですが、そこでもフリーランスの先輩として相談に乗っていただきましたよね。それで紆余曲折あってスターダムさんでご一緒するという。

結　そうだったね。夏さんがフリーになるのを聞いて自主興行に出場してほしいってオファーしたり……。大江戸隊で一緒だったのは２年ちょっとかな？

夏　そんな短い期間でしたっけ？　なんかすごく長い間やっていた気がします。それだけ充実していた証拠なんでしょうね。

結　その期間に電流爆破デスマッチもやってるんだよ？　濃いね～（笑）。大江戸隊時代の思い出は色々あると思うけど……。

夏　私、スターダムでは大江戸隊にしか所属していないので〝スターダム＝大江戸隊〟なんですが……一番の思い出というと、ある日の試合後、バテバテになって、控室で上半身裸で床に寝そべっていた花月さんですね（キッパリ）。
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結　ちょっと待って！　よりによってそのこと？（笑）。

夏　私の第一印象はどうでしたか？

結　大江戸隊の夏さんっていうと、花（木村花選手）との関係が印象的かな。夏さんが加入した当初、リング上で花がメッチャ嫌悪感を示していたでしょ？　どうやら花は夏さんとキャラクターがかぶっていると思ったらしくて、それで抵抗があったみたい（笑）。だから自分が「そんなことないよ、花は花で夏さんは夏さんでしょ？」みたいになだめたんだけどね（笑）。でも、そこからはすぐに打ち解けたよね？

夏　（笑）。そうでしたね。花月さんは私が初めてベルトを巻いたときのパートナーですし、レスラー人生を振り返ると重要な試合のときにはいつも隣にいてくださった印象が強いです。
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性別適合手術の前に告白、夏さんが返した言葉は…？




結　でも、自分が引退してからの方が、より深い仲になっている気がするんだ。とくに、ここ数か月は現役時代よりも頻繁に会っているし、性別適合手術をする前にカミングアウトをしている数少ない人だし……。あのさ、自分の性自認って現役時代に気付いてた？

夏　難しいところですよね～。ほら、女子プロレス界にはボーイッシュな選手が多いじゃないですか？　だからといって、性自認はというと、その人によってだったりするし……。だから、花月さんが性自認が男性だとは気付いていなかったし、気にしていなかったというか。ボーイッシュ枠の一人というか……。

結　そうだったんだ～。それで去年（２０２１年）の春だったと思うんだけど、夏さんから色々な相談を受けたことがあって。食事をしながらだったけれど、夏さんと話していて、大切なことを話してくれる人には自分も本当のことを言わないとな……って思って。「実は（性別適合）手術をするんだ～」的な感じでサラリと言ったんだよね。やっぱり驚いたかな？

夏　そうですね～……たとえば自分が女性だと性自認していて、だけど恋愛対象が女性だという女性もいるじゃないですか？　私自身、花月さんの性自認は気付いてなかったので、「しっかり男だったのか！」という感じですね。驚いていないといえば嘘になるけど、花月さんにとってめでたいことなんだなと思えて。手術することによってご自身にとってシックリと生きることができるようになるのならば、それは素晴らしいことなので「おめでとうございます！」って言いました。

結　そういう言葉をかけてもらえて、嬉しかったよね。男になるって、見方が変わるわけじゃん？　昨日まで女だったのが次に会うときは男に変わっているわけじゃない？　カミングアウトって、少なからず勇気が必要だからさ。

夏　性別が変わっても、花月さんは花月さんじゃないですか？　だから男性になられてから初めてお会いしても違和感はなかったですし。対談としては盛り上がらなくて申し訳ないですけど、驚きはなかったですよね（笑）。

結　まぁ、見た目はそんなに変わってないからインパクトはなかったかもね。女子プロレスで喩えるなら、髪切りマッチ（敗れた選手が髪を切る試合形式）でボーイッシュな選手が坊主になって「だから何？」みたいな（笑）。

夏　（笑）たしかに！　でも、マスクを取ってヒゲが生えているのを見て、「わ、すげぇ～、生えてる～！」って興奮はしましたけど（笑）。




男になったからこその悩み

「教えて、ナツ先生！」




結　それでさ、実は今回、夏さんに対談に登場していただいたのは、女心を教えていただきたいというか……。

夏　それ、最近、ＬＩＮＥで相談してきていることですよね？　だったら、ＬＩＮＥのやりとりをスクショしてそのまま載せてもいいですよ（笑）。

結　いやいやＬＩＮＥだけでは伝わらないこともあるからさ……。で、今っぽく言えば〝推おし事ごと〟についてなんだけど、男になった記念として知り合いを通じてストリップに連れて行ってもらったら、ドハマりしたんです。ストリップの芸術性に驚かされつつも、出演していた踊り子の大見はるかさんのファンになってしまって……。

夏　その大見さんが大好きなんですよね？

結　そう。大見さんとは、性別変更に合わせて撮影していたドキュメンタリー番組の企画を通じて、一度、お会いしているんだよね。

夏　で、どうしたいんですか？

結　う、うん……。大見さんは本当にすごい人なんだよ。初めて観た瞬間に一目惚れで。もちろん、かわいいし、キレイだし、美しいんだけど、それ以上にダンスのキレや魅せ方が別格すぎて……。僕なんかが言うのはおこがましいけど、「人前に立つってこういうことか！」って思ったんだよね……。んで、大見さんを応援したいし、仲良くなりたいのです……。ご、誤解してほしくないけど、恋愛関係になりたいとか、デートしたいとか、そういうのじゃないんだよ。ただ、お友だちになりたい（必死）。

夏　お友だち……（笑）。

結　いろいろ相談したよね、「差し入れは何にしたら喜んでもらえる？」とか「こんな感じでお礼の連絡をしようと思っているんだけど、どう？」とか。

夏　（編集者に）なんでそんなことを聞くんだろうって思いません？（笑）　もともと花月さんも人前に立つお仕事をされていたし、ファンの方から差し入れをいただく立場だったじゃないですか？　自分がファンの方にしてもらって嬉しかったことを実践すればいいんですよ。一番わかっている人のはずなのに、なんで答えがわからないんだろうって（笑）。
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結　いや、まあそうなんだけど……。ファンになり過ぎちゃって何をやっていいのかわからなくなっているという……。

夏　これまでにファンになったタレントさんとかいなかったんですか？　あと、プロレスラーになる前に好きだったレスラーとか。

結　いなかったね～。プロレスに関してはファンというよりも「なるんだ！」という対象だったし。アイドルは別に。強いていえば、ドラえもんがずっと好きだけど……。夏さんは？

夏　私はジャニオタのホスボケ（ホストにハマる女性のこと）でした（笑）。花月さんの難しいところは演者さんとファンという関係だということですね。普通の恋愛だったら「どのようにして好かれるべきか？」から考えていきますけど、ファンとしてとなると……まず、〝警戒されないこと〟が第一ですよね。そのうえで先々に良いお友だちになれれば……ということなんで難しいです。

結　なるほど……。

夏　さらに難しいのは、すでにファン以上の面識があることですよ。やり過ぎてしまうと、大見さんの中で普通にファンに戻ってしまうし、そこは線引きをしないと。たとえば、差し入れをするにしても他のファンの方とは趣向を変えるとか。お菓子とか化粧品は好みもあるでしょうし、すでにいただいているはずです。そこで私がお勧めしたのが、新幹線の回数券！　全国を巡る踊り子さんにとって一番、実用的ですから。

結　大見さんからはご丁寧にお礼の連絡をいただきましたよ。

夏　一歩前進したじゃないですか。

結　僕にとっては大見さんは憧れなんだと思う。幼稚園の先生みたいな感じで（笑）。これからも幼稚園児の初恋みたいな感覚で応援していこうと思う。もちろん、夏さんに教わった方法で。ストリップって一人で観るのもいいけれど、他のファンの方々とワイワイしながら観るのも楽しいんだ。大見さんのファンの方とも一緒に盛り上げていきたいな。




元女性としての悩み、相手はどう見つければいい？




結　男性になって思うのが、本当に女心ってわからないなって。普通の男性よりもずっと女性と近いところで生きてきたわけだけど、まったくもってわからない（笑）。一つ聞きたいんだけど、これから自分が普通に女性と恋愛をするようになったら、気をつけるべきことってある？

夏　ん？　予定があるんですか？

結　いや、まったくぜんぜん（笑）。そもそも出会い自体がない。どうやって出会ったらいいんだろう？

夏　出会い？　それは私も聞きたいですよ（笑）。まあ、でも、今だったら流行りのマッチングアプリか、飲み屋さんじゃないですか？

結　マッチングアプリと飲み屋か……。仮に出会えたとして、元女性であることをどんなタイミングでカミングアウトしたらいいのかな。

夏　いきなり「実は……」って打ち明けるのは避けた方がいいと思いますね。とくにＬＧＢＴＱに予備知識がない人だったら、余計に驚くと思います。だからこその、マッチングアプリや飲み屋さんなんです。マッチングアプリだったら予めプロフィールで自己紹介できるし、飲み屋さんなら色々な話題で盛り上がっている中で触れられるかもしれないですよね。

結　なるほど……勉強になります。恋愛で〝これはやめとけ！〟ということはある？

夏　まず、強引にならないことですね。興味のない人にガンガンこられても、不快なだけなんで。あとは、個人的に付け加えるなら、絵文字の使い方ですね。ＬＩＮＥとか、メールとか、絵文字って使いますよね。でも、あれって何でも使えばいいってもんじゃなくて、舌を出している顔文字とか、サングラスをしている顔文字を使われると、「うわっ、キモ！　無理っ！」ってなりますね。あとは、やたらと〝（笑）〟を使う人とか。それこそ文末のすべてに必ず付けていたり。「何がそんなにオモロイねん！」ってなるし、コイツ、モテないだろうなって思う（笑）。

結　うぐっ……。絵文字には気を付けます。あとは気に入った人ができたときに、どうやって一歩踏み出せばいいのかな？　いきなり「かわいいね！」って言えないじゃん？

夏　微妙ですよね。先方も花月さんに好意を持っていたら嬉しいと思いますけど、それがなかったら、このご時世、セクハラで訴えられかねないですからね。知ってますか、「今日のメイク、素敵だね！」と言うのもセクハラになっちゃうんですよ？　「かわいいね！」は第一歩としては行き過ぎですね。容姿には触れず、「考え方がシッカリしているね！」とか「その考え方、素晴らしいと思う！」といったと頃から声をかけていくのがいいんじゃないですか？

結　それだ！　よし、今日、いただいたアイデアを実践してみる！

夏　健闘祈ります！

結　今日はどうもありがとう。プロレスもお店もがんばってね。何かあったら、また、相談に乗ってください！

（了）






夏すみれ

愛知県出身。２０１３年10月、WAVE後楽園ホール大会でデビュー（vs華名）。２０１７年８月からフリーになり、同年11月にスターダムに参戦。大江戸隊に加入し、アーティスト・オブ・スターダム王座を獲得するなど活躍。２０２２年５月現在、怪我のため長期欠場中。新宿二丁目で「ナツバー by TANTRA」を営業している。


■ナツバーby TANTRA

［住所］東京都新宿区新宿２‐11‐10　二丁目センタービル２Ｆ Ａ

［営業時間］日月火水、20時～

［Twitter］@natsu_bar
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性別適合手術の高い壁




「よし、男になろう！」

　２０２０年の夏の終わりにそう決意しましたが、実際に手術を受けるまでには、乗り越えなければならない壁がいくつもありました。

　そもそも、なぜ手術をしなければならないのか。先ほど軽く触れましたが、その理由をここで改めて整理しておこうと思います。

　性別適合手術をしなければならない理由、それは手術をすることが戸籍上の性別を変更する条件の一つになっているからです。

　戸籍上の性別変更には、いくつか満たさなければならない条件があります。

　２００４年に施行された「性同一性障害特例法」では、その条件に、性別適合手術のほかに「18歳以上であること」、「現在結婚していないこと」、「現に未成年の子どもがいないこと」、「変更する性別に見合った身体の外観要件などをクリアしなくてはならないこと」などを定めています。

　そのように、戸籍上の性別変更には必要な性別適合手術ですが、受けたいからといってすぐに受けられるわけではありません。

　事前に精神科で診察を受け、本当に手術が必要なのかどうかを判断してもらう必要があります。しかし、自分にはその前に、どうしてもやっておかなければならないことがありました。それは親への〝正式なカミングアウト〟です。




両親に手術の許可をもらう




　初めて彼女ができたとき（第二章参照）、両親には自分の性的指向は伝えていました。母は意外だったようですが、父は以前から薄々感づいていたようでした。でも、そういう話をしたのはあのときだけで、自分の性認識は男性で、手術をして男になろうと思っていることはまだ伝えていませんでした。

　自分が手術をするのは、両親に許可をしてもらったときだけ。

　夏に手術をすると決意してから、そのことだけは決めていました。

　しかし、いざ言おうとすると、ためらってしまうんですよね。五体満足に生んでもらった身体にメスを入れて変えてしまおうというわけですから、母は悲しむんじゃないか。そう思うと、なかなか言い出せなかったです。

　どうして男になりたいのか、もう一度、じっくり考えてみました。

　出てきた答えは、「両親のような家庭を持ちたいから」でした。

　自分の家はとにかく温かい家庭でした。兄弟が多いから、いつもうるさいくらいに賑やかで、笑いが絶えなくて……。両親は子どもたちの意思を尊重してくれて、間違った道にいかないように静かに見守っていてくれました。

　もし男になれたら、自分もそういう家庭を持ちたい。好きな女性と結婚して、子どもがいて、両親のように温かく育てたいと思ったんです。

　２０２０年11月、両親に２度目のカミングアウトしました。前回は意図せずにカミングアウトするかたちになってしまいましたが、今回は自分の口で直接伝えます。

　自分の性別への違和感がずっとあったこと。誰にも相談できなかったけれど、ずっと悩んでいたこと。気持ちが抑えられなくなった今に至るまでの経緯。だからこそ、手術を受けて戸籍も変えて正式に男性としてこれからの人生を歩んでいきたいということをすべて時間をかけて話しました。

　たとえ手術をして女性と家庭を持ったとしても、現実問題として子どもは望めないかもしれません。でも、相手の女性が希望するなら養子縁組を頼ろうと思っていることも伝えました。

　第一章でも触れましたが、今の父親は母の再婚相手であり、生みの親ではありません。

　だけど、誰よりも自分たちのことを信頼してくれて、認めてくれて、守ってくれて、そして、ここまで育ててくれました。自分の血が入っていない子どもであっても、愛情を持って育てること、そして人生を歩ませることができるのは、父が教えてくれたことです。だから、将来、たとえ養子縁組だとしても、子どもができたら２人にしてもらったように育てて素晴らしい家庭にしたい。そんな想いを伝えました。

「いいと思う！」

　すべてを話し終えたら、母は笑顔で賛成してくれました。

　前回のカミングアウトのときの反応を考えると、反対される可能性もあるんじゃないかと思っていたのでちょっと拍子抜けしてしたくらいでした。もちろん、父も賛成してくれて、晴れて手術への第一歩を進めるようになったのです。

　両親の反応について、ずっと気になっていたことがあります。

　手術を打ち明けたとき、即決で賛成はしてくれたけれど、決断するまでにいろいろな葛藤や想いがあったと思います。両親はカミングアウトされたとき、どんな気持ちだったのか。自分はまだ親になったこともないし、その気持ちがわからないからこそ、知っておきたいというか……。

　その疑問をぶつけたのが、こちらの対談だったわけですが、とても温かく受け入れてくれていたことを知ってうれしかったですね。

　そこで、ちなみに本書の打ち合わせをしている時にお子さんがいらっしゃるスタッフさんにも聞いてみたんです。もしも自分の子どもが性別に違和感を抱えていたら、どのように対応しますかと……。

　中学生の息子さんがいる構成担当のＩさんは「たとえば物心がつく頃から、その兆候があったら、〝そうだよね～〟という感じで受け入れます。でも、そういった素振りをまったく見せずに、たとえば成人になっていきなりカミングアウトされたとしたら驚くと思います。だけど結局は受け入れるでしょう。自分の子どもは信頼しているし、自分らしい生き方をしたいというのならば、〝一つの進路〟として認めます」とのこと。

　続いては保育園に通う娘さんがいる編集担当のＧさんは「もちろん僕も受け入れます。どのような性的指向を持とうが、自分の子どもであることには変わりはないですから。生きづらさを抱えているなら、親として生きやすいように全力でサポートしてあげたいです」とのことでした。

　その他にも、お子さんがいる身近な方に話を聞くと、受け入れるという考えの人しかいないんですよね。それだけ親という存在は自分の子どもを認めているし、子どもも親を信頼していいんだと思います。

　この本を読んでいる方で自分と同じようなことで悩んでいる人がいたら、ほんの少しの勇気を出して家族、親戚、親友……誰かにアピールしてみてください。

　ダイレクトに伝えても、オブラートに包んでも、どちらでも良いです。少しの勇気で誰かがチカラになってくれるかもしれないし、気持ちがラクになるかもしれない。もし、時間がかかったとしても、家族はきっと理解してくれます！




性別適合手術の費用は２００万円




　そういう感じで、最初の難関の両親へのカミングアウトをどうにか突破しました。

　生まれて28年間、ずっと背負ってきた思いを打ち明けることができて、肩の荷が下りたような気がしました。

　カミングアウト作戦を進める一方で、性別適合手術について調べを進めていくと驚くことが色々とわかりました。

　性同一性障がい（GID＝Gender Identity Disorder）の手術には、大まかに分けて２種類あります。まず、女性の身体から男性の身体に変えるＦＴＭ（Female to Male）。そして、男性の身体から女性の身体に変えるＭＴＦ（Male to Female）です。自分の場合はＦＴＭで卵巣の摘出術、乳房の切除術を行うことになります。

　性別適合手術は、どこでもできるというわけではなく、対応できる医療施設は限られます。多くは病院でしたが、クリニックもありました。

　費用については、ある程度の相場というか、目安があるようでした。

　自分の場合はＦＴＭ手術なわけですが、手術を行っている病院やクリニックに問い合わせてみたところ、どこで受けてもおおむね約２００万円でした。

　２００万円というと国産の自動車が買えるくらいの金額ですね。若い世代の方だったら、なかなか用意できる金額ではないと思います。
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　ちなみに男性から女性への性別適合手術は、女性から男性へのそれと比べると手術の工程が違ってくるので、さらに費用がかかる印象でした。

　手術費が高いのは、健康保険が適用されないからです。

　正確にいうと、性別適合手術にも健康保険が適用されるケースはあります。

　それまで性別適合手術は保険外診療でしたが、法律が改正されて、２０１８年４月から一部の手術にも保険が適用されることになりました。

　しかし、その条件がなかなか厳しいんです。

　たとえば、手術は指定された病院（２０２２年２月の時点でわずか８軒）で受ける必要があります。手術の前後には、より男性らしい（ＭＴＦ手術なら女性らしい）身体にするためにホルモン製剤を注射しますが、ホルモン注射をすると〝混合診療〟になるため、保険は適用されなくなります。

　そうした厳しい条件があるため、保険が適用される性別適合手術は２０２１年の時点で年に数件程度と言われています。大部分は自分のように、すべて実費で行わなければならないのが現状なのです。




国内の病院は予約でいっぱい




　自分は国内の病院での手術を希望していました。

　そこで性別適合手術を行っている病院を調べていったのですが、すさまじい数の予約で、まったく手術が受けられないんです。そんなに多くの性別適合手術が行われているなんて知らなかったので驚きました。

　性別適合手術には、海外の病院で行うという方法もあります。

　渡航先としては、東南アジアのタイが有名です。タイはＬＧＢＴＱに寛容なため、広く性別適合手術が行われてきました。技術的にも優れた医師も多いため、性別適合手術を受けるために世界から患者さんがやってきます。もちろん保険は利かないので、この場合もすべて実費です。タイでの手術は安価なイメージがありますが、渡航費や滞在費、手術代、入院費、アテンドしてくれるスタッフへの謝礼など、トータルで考えると国内で手術するのとそれほど変わりませんでした。

　となると、やっぱり言葉の面などで心配のない国内で手術をする方が良さそうです。ということで、病院ではなく、クリニックで手術を受ける方向に切り替えて、インターネットで何軒か探して、具体的に診察を受けてみることにしました。

　最初に訪れたのは、当時の家の近所にあった都内某所のクリニックでした。

　ここでは２回診察してもらいましたが、話が一向に進みませんでした。そこで早く手術を受けたいことを伝えると、「それなら海外でやっては？」と言われたので、それ以上、診察を受けることを止めました。

　性別適合手術は、人生をかけたもの。絶対に妥協はできないし、一つでも納得できないことがあったら次のクリニックを探すという選択が大切です。

　次に訪れたのは、性別適合手術を数多く行っているナグモクリニックです。

　インターネットで検索するとトップに出てきたクリニックで、ホームページもわかりやすく、しかも費用をはっきり明記してあったので、直感で安心できると思いました。また、拠点が東京、名古屋、大阪、福岡にあることも、都内で働き、大阪に実家がある自分には好都合でした。

　さっそく電話で問い合わせてみたのですが、東京のクリニックでは手術は行っていないそうです。では実家がある大阪はどうかと尋ねると、早くて１年待ちなので、名古屋のクリニックにしてはどうか、と勧められました。これまで数多くの患者さんに対応してきたのでしょう、スタッフの方はとても説明がうまく、リモートによる面談も設定してくれました。




両親が同席してのカウンセリング




　ナグモクリニックのリモートでのオンライン初診を行ったのは２０２１年１月初旬のこと。

　このときの内容は初歩的な相談でしたが、自分の意志が固く、費用の面も問題ないことを伝えると、クリニックで精神科医の立ち会いのもと面談をすることになりました。

　精神科医が立ち会うのは、性別適合手術をするにあたって、２人の精神科医の診断が必要だからです。この２人の診断が一致してこそ、はじめて性同一性障がいと判断され、手術の許可が出るわけです。

　仮に２人の精神科医の意見が一致しない場合は、さらに別の精神科医の診察を受けることになります。面談では、ジェンダーアイデンティティの判定や身体的性別の判定、血液検査なども行いました。染色体を調べ、自身の性別を改めて確認することが目的でした。

　名古屋における医師との面談には両親も同席しました。自分は成人ですから一人でも受けられるのですが、「手術に関することを知っておきたい」と言って同席することを望んでくれたんです。

　正直、手術への不安はゼロではなかったので、両親が同席してくれたのは心強かったです。

　この面談では、自分の生い立ちから「いつから自覚があったのか？」など、これまでの生活での性別に関する違和感について話しました。両親は精神科医のカウンセリングも受けました。

　ここで先生から言われて「え？　そうなんですか!?」と驚いたのが、手術を受ける年齢のことです。自分の場合は28歳での手術でしたが、「その年齢では遅いです。もっと若いうちの方が良かった」と指摘されたのです。年齢を重ねると身体は女性として成熟していくため、手術の成果も違ってきます。また、ホルモン投与の効果も年齢によって差が出てくるそうです。手術を受けるなら、なるべく若いうちがいいということでした。

　ただし、戸籍上の性別変更は18歳以上でないと認められません。それより前に手術をしても戸籍上の男性、もしくは女性になるには数年待たなくてはならないことになります。

　そして「これは失敗だったのか！」とさらに驚かされたのが〝胸のしめつけ〟でした。

　自分は胸の膨らみが気になったので、普段の生活はもちろん、プロレスのコスチュームのときも胸にさらしを巻いたり、わざときつめのスポーツブラを着用するなどして、膨らみを押さえつけてきました。

　しかし、無理に長期間押さえつけてきたことで、乳房が不自然な形で固まってしまっていたのです。乳房の変形は、性別適合手術で乳房を切除するときに、悪い方に影響することがある、とのことでした。やはり不自然な形にするのは、良くないんですね。

　さらに、この初回のカウンセリングでとても心に残る出来事がありました。

　両親とともに面談に臨んだ際、カウンセリングを担当してくださった精神科の先生が自分にこう言ってくれたんです。

「性同一性障がいは、病気ではありません。その人の〝生き方〟です。だから、何も心配しないでくださいね」

　ずっと悩んできましたから、ここまで肯定されたことに衝撃を受けました。

　自分の性に悩むようになった小学校高学年の頃、毎晩、布団の中で「ひょっとしたら自分はどこか病気なんじゃないか？」って何度も思っていました。

　でも、性同一性障がいは病気ではなく、生き方の問題なんですよね。

　そう考えたら、気持ちがスッキリしてきました。

　そこの同じ悩みを抱えているあなた！　性同一性障がいは「その人の生き方」なんです。悩む必要なんてないんですよ！




木村響子さんから届いた復帰戦のオファー




　カウンセリングの結果、無事に手術ができることになりました。

　手術の日は、２０２１年５月末にしました。

　本当はもっと早く受けることもできましたが、どうしてもその日でなければならない理由があったんです。

　実はクリニックに通い始める前、自分のもとに一件のオファーがありました。花のお母さん、木村響子さんからのオファーでした。







[image: ]







　２０２１年５月23日に、東京の後楽園ホールで木村花メモリアルマッチを行うので、〝選手〟として出場してもらえないか、ということでした。

　自分はすでに引退した身ですし、選手として再びリングに上がるなど、考えたこともありませんでした。普通ならお断りするところですが、他でもない木村響子さんのオファーだし、花のメモリアル大会でもあります。

　いま自分がこうして人生を前向きに捉えることができているのは、花という存在があったから。あの日を境に自分らしく生きようと思ったから、いまの自分があるんです。

　また、女性として生まれてきた自分へのケジメをつけるため、とでも言いましょうか。２０２１年５月末には、手術をして男になるわけですから、〝女子プロレスラー・花月〟として出場できる最後のチャンスでもあります。

　自分の意思を決める前に、引退試合の相手を務めてくださった師匠の里村明衣子さんに相談しました。１日限りとはいえ、またリングに上がるのですから、筋は通しておきたかったんです。事情を話すと、里村さんは快く送り出してくださいました。もう自分の中に迷いはありませんでした。

　そして、このとき里村さんには、性別適合手術をすることも報告をさせていただきました。現役時代、自分にとって里村さんは雲の上の存在。恐れ多くて、プライベートなお話をさせていただく機会はほとんどありませんでした。でも、引退をしてからは、ぐっと距離が縮まったといいますか、自分がプロレスラーではなくなったこともあって、個人と個人としてお話できるようになっていたんですね。

　手術のことについて、里村さんにはプロレス業界で一番最初にお伝えしたかった。

「一つ、ご報告したいことがあるんです。性別適合手術を受けることにしたんです」

「そうか……、よかったね。私も嬉しいよ」

　里村さんは自分のことのように喜んで、後押ししてくれました。

　そこからは５月23日に向けてトレーニングを始めました。

　お客さんの前に立つのですから、無様な格好は見せられません。最高の状態に仕上げるために、自分を徹底的に追い込むつもりでした。

　会社では荷物の積み下ろしもやっていましたが、リングに上がると明らかに体力が落ちていました。試しに現役時代の得意技「大江戸コースター（コーナーポストから前方宙返りをしてマットに横たわる相手をプレスする技）」をやってみたら回り切れなくて失敗。それ以前にすぐに息が上がってしまって、まともに動けません。

　仕事の合間をぬってのトレーニングはキツかったけれど、花のため。そして、その先に待っているであろう新しい自分のために……。そう思うとがんばれました。




ホルモン注射を打ってみた




　話は前後してしまいますが、実はこの頃からホルモン投与を始めていました。

　最初にホルモン注射をしたのは、両親に同席してもらった名古屋でのカウンセリングの日です。ホルモンを投与すると、身体が男性的になり、筋肉が付きやすくなります。また、ヒゲなどの体毛も濃くなり、声も太くなります。自分の場合は、保険適用ではなく自由診療だったため、早めにホルモン投与を開始することになりました。

　一口にホルモン投与といっても、いろいろな種類があります。

　投与頻度も価格もピンからキリまで。たとえば回数に関しても、２週に１回注射するものから３か月に１回でいい、というものまで様々です。自分は先生と相談して、３か月に１回のもので、無理なく男性の身体に変えていくことになりました。

　ホルモン注射は、本来、自分が持っているものとは違うホルモンを投与するため、体調やメンタルを崩すことがあります。自分の場合は、仕事やトレーニングをやりながらのホルモン投与であったので、無理のないものを選んだわけです。ちなみにホルモン注射は筋肉注射（インフルエンザワクチンや、新型コロナワクチンの注射のように、皮膚の下ではなく筋肉に打つ）で、肩やお尻に注射をします。痛みはほとんどありません。
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　ここで一つ、手術は考えていないけれど、ホルモン投与だけはしようと思っている方にアドバイスしたいことがあります。ホルモンを投与するなら、正規の病院やクリニックで投与してほしいということです。

　インターネットで調べると、ホルモン注射を打てると謳う怪しげな施設がたくさん出てきます。怖い話ですが、無資格の人がホルモン投与を行っているケースもあるそうです。そうしたところでは、万が一何かあったら取り返しがつかないことになります。

　性同一性障がいということを知られたくなくて、病院の診察を受けたくないという気持ちがあることはわかります。ですが、正規の病院やクリニックには専門の医師がおり、アフターケアも整っています。なりたい自分になるためには、たくさんリスクがあるからこそ、少しでもリスク回避をしてほしいということを伝えておきたいです。

　さて、話をもとに戻しましょう。

　そうやって始めたホルモン投与ですが、１回目では目に見える効果は特に感じませんでした。２回目の投与は５月初旬の予定でしたが、下旬に手術を控えていたのでキャンセルになりました。子宮を正常なかたちにしておかないと切除しにくくなるらしく、ホルモン投与を見送ることになったのです。

　ホルモン投与を再開したのは、手術後になってから。それからは投与の回数を重ねるごとに体毛が濃くなってきたり、高い声が出にくくなったりしました。個人的に「お！」と嬉しくなったのは、筋力がアップしたことですね。

　ジムでベンチプレスをしたとき、それまで限界だった重量をすんなりと上げることができたんです。筋肉の付き方も変わって、どんどんガッチリとした体つきになってきたし、最近では男性の身体になってきたと実感しています。




会社へのカミングアウト、そのとき上司は？




　トレーニングをしつつ、試合と手術を待つだけの日々。

　でも、もう一つ自分には越えなければならない関門がありました。

　それは会社へのカミングアウトです。

　名古屋での初診の日、精神科医の先生から「手術やホルモン投与をするにあたって会社には言っておいた方がいいですよ」と言われました。たしかに、手術のときには会社を休むでしょうし、ホルモンを打ったら体つきや声もやがては変わるはず。ここで話しておかないと、後々、困ることになるでしょう。

　自分の生き方には自信を持てていましたが、正直なところ、会社へのカミングアウトに関しては不安しかありませんでした。

　手術の前後１か月は仕事ができないため、業務に穴を空けてしまうことになります。そして、おそらく会社にとっても従業員が性別変更をするのは初めてでしょうから、新たに社内規則を設けたり、書類を作ったりと事務的な手続きなども必要になってくるはず。会社には本当に良くしてもらっていたので、申し訳ない気持ちでいっぱいでした。

　それに偏見で仕事を辞めざるを得なくなるのではないか。

　そういう一抹の不安もありました。性転換のための費用を稼ぐために働いているわけですから、仕事を失っては元も子もありません。

　そこでまずは上司に打ち明ける前に、仕事のことを色々と指導してくれていた信頼できる男性の同僚に相談してみました。その人は自分の性別の違和感にうすうす気付いているフシもあり、休憩中にサラリと「石野、彼女がいたことあるんだろう？」とか嫌みもなく聞いてきて、自分自身も「そりゃあ、いるにはいましたけど……」なんて感じで言い合える仲でした。

　そこで思い切って相談してみると……。

「やっぱり！　そうだと思っていたけど、途中で二重にしたから違うのかと思ったよ」

　実は自分、この会社に入った後で目の二重手術をしたんですね。同僚はその理由を「もっと可愛くなりたいから」だと思っていたみたいです。実際は、イケメンになりたいから行ったんですが……。

　隠しておいたって仕方がない。早く話した方がラクになるぞ。

　そういう同僚のアドバイスもあったので、２０２１年の２月上旬、上司に打ち明けることになりました。

　緊張した面持ちで話し合いの場に臨んだからでしょう。上司は「いったい何事だ？」とちょっとソワソワしていました。そこでウソ偽りなく今までのことと、これから性別適合手術を受けることを伝えました。

　なにせ前例のないことですから、今後の処遇についても答えが保留になってもおかしくありません。

　でも、上司は自分がカミングアウトしたことを喜んでくれました。

　手術についても「まったく問題ないし、ご自身のためにいいことだと思うよ」と、バックアップを約束してくださったんです。「いつからいつまで休むということだけは早めに教えてね！　それだけはお願い！」と念を押されましたが、今後の業務について言われたことはそれだけです。戸籍変更後の対応については「その時になったら考えればいいよ」と寛大でした。

　温かく受け入れていただいて、本当に嬉しかったですね。

　それと同時に、当事者であったり、その関係者であったり、色々な方の働きかけのおかげで性同一性障がいというものが、社会に浸透してきているのだな、とも感じました。

　上司は会社に自分のことをうまく伝えてくれました。もうウソをつかなくていい。ありのままの自分でいることができる、というのは清々しいものでした。上司はそれから「石野さん、男になったらハゲるんじゃない？」なんていじってきたり……。色々な意味で風通しの良い会社で、本当に助けられました。
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花さんに捧げる一夜限りの復帰戦




　仕事にトレーニングに、と充実した生活を続け、ついに５月23日のメモリアルマッチ『またね』の当日を迎えました。

　１日限定の復帰戦のために、新しいコスチュームも制作しました。

　１年半ぶりの実戦。身体がすべて覚えていた……と言えたらかっこいいですが、内心は必死でした。動かない身体にムチを打って、得意技の大江戸コースターを意地で決めました。

　正直、思ったように動けなかったし、反省の多い復帰戦でした。

　それでも、花のメモリアルマッチに参加できたのは嬉しかったし、怪我なく試合も終えられた（先生から「手術をするんだから、ぜったいにケガしないように！」と口を酸っぱくして言われていたんです）ので安堵の気持ちが大きかったです。

　大会が終わった頃には、色々な思いが頭に浮かびました。

「あぁ、これで〝女子〟プロレスラー・花月は本当に終わりなんだな」とか、「明日からは新しい自分に向かって進んでいこう」とか、「花、ありがとう」とか。







[image: ]







　また、この時点では自分が性別適合手術を受けることを知っていた関係者はほとんどいませんでしたから、「自分が１週間後に男になると知ったら、どう思うのだろう？」という気持ちもありました。




ついに手術の日




　花のメモリアルマッチを終えてすぐ、新型コロナウイルスのＰＣＲ検査を受けました。

　陰性が確認されたので、いよいよ手術です。

　前日の５月30日、名古屋に入りました。設備上、手術を行うクリニックには入院ができないため、ここから２週間は母と２人でビジネスホテルで暮らします。

　手術前日の夜は食事を控えるように言われました。自分はけっこうリラックスしていたと思います。小学校からの親友に「いよいよ明日だよ～」なんて電話をしたり。あとは手術のことを打ち明けていた数少ないプロレス関係者の一人、先輩の松本浩代選手にも報告の電話を入れたりしてのんびり過ごしていました。

　ただ、夜はなかなか寝付けなかったです。でも、それは不安というよりはワクワクしてしまって……。まるで遠足の前の晩の小学生のような気分でした。

　とにかく男になりたい！

　そのとき、自分の中にあったのはそのことだけでした。手術に関する不安は一切なくて、むしろ期待しかなかったです。だからこそ、これ以上にないほどのリラックス感で臨めたのだと思います。

　そして迎えた２０２１年５月31日。産婦人科の先生から子宮に異常なしという診断書をもらえたので、ついに手術を決行することになりました。

　朝９時、自分が手術室に入るまでドキュメンタリー番組のカメラが追ってくれました。そしていよいよ手術が始まるわけですが、ここからのことは全身麻酔を打たれたこともあって、何も覚えていません。

　唯一記憶に残っているのは、オペの助手の看護師さんがとてもキレイで、かわいい人だったということぐらいでしょうか。
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トライ＆エラーあるのみ

失敗は活かせば経験になる！




石野結（以下、結）　今回、この本を書くにあたって文野さんの本（『元女子高生、パパになる』）を読ませていただきました。文野さんのようにトランスジェンダーで家庭を持たれ、お子さんまでいらっしゃるのは素敵だなと憧れます。

杉山　ありがとうございます。僕がアドバイスをできることであれば、何でも答えますが、まずはどこからいきましょうか？

結　結婚願望はあるのですが、それ以前に彼女ができないというか……。これまでに何度か女性と付き合ったことがあるのですが、結局、「ほかに好きな人ができた」という感じで別れてしまうケースが多くて……。

杉山　それは、その女性がほかのシスジェンダー（生まれたときに割り当てられた性別と性自認が一致している人）の男性に心移りしてしまうということですよね。

結　そうです。

杉山　僕が最初にお付き合いした女の子はクラスメートだったんですけど、「女を好きなわけじゃないけど、なんか文野のことが好きになっちゃったんだよね」って言われて付き合うようになったんです。結局、フラれるわけですが、その理由が新しくシスジェンダーの男性を好きになったからと。自分がトランスジェンダーだから嫌われたんじゃないかって、そう思った時期もありました。

結　やはり、トランスジェンダーの方はそこを通過するんですね……。

杉山　でも、そこから25年経った今となっては関係ないと思ってます。だって、恋愛ってお互い様じゃないですか。お互いの性のあり方がどうであれ、上手くいくときは上手くいくし、その反対も然りですよね？　今では「好きなものは好きでいいじゃないか！」という結論に達しましたけど（笑）。色々と考え過ぎていたのかなって。

結　なるほど～。でも、臆病になって、行動を起こせない自分がいる気もします。

杉山　そこはトライ＆エラーを繰り返すしかないですよ。良い相手に出会うまではいろんな失敗がありますよ。でも、失敗はそこで終わらせると失敗ですが、次に活かせば経験になる。１００回失敗しても１０１回目に成功すれば、それまでの１００の失敗は経験に変わる。そう思えばいいんじゃないですか。僕だって今のパートナーに出会うまでは何度も痛い経験をしているし（笑）。

結　本で読みました（笑）。

杉山　ＬＧＢ（レズビアン、ゲイ、バイセクシャル）とＴ（トランスジェンダー）とでは、出会い方も違いますよね。ＬやＧだと、たとえば新宿二丁目に同じ性的指向を持つ人たちが集まるお店があるので、そこで出会ったり。でも、トランスジェンダーの多くの場合は異性との出会いを求めてますからね……最近、僕の周りではマッチングアプリで探す方が多いですよ。プロフィールに最初からトランスジェンダーであることを書いておけば、相手も理解したうえで接してくれるだろうし。
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結　それはいいですね。

杉山　最初からオープンにしておけば後でカミングアウトしてもめることもないでしょ？　たとえば半年後に良い感じになって、いざ「実は……」と打ち明けてダメだったら、かなりダメージがデカイ（笑）。

結　たしかに！（笑）。その時間がもったいないですね。

杉山　ダメだったら、どんどん次っていう方が前向きでいいじゃないですか。




何かを極めた経歴は決して邪魔にはならない




結　今回、ご相談というか、伺ってみたいことがいくつかありまして。実はいま自分、ちょっとフワフワしている状態なんです。すべてをかけてやってきたプロレスというものがなくなったこともあって、明確な目標がなく、これからの生き方にちょっと迷走しているというか……。

杉山　迷走？　大いに結構じゃないですか！　僕だって相当、迷走しましたよ。

結　本当ですか？　そんなときは、どうやってその状態から脱出しましたか？

杉山　迷走し続けることです。

結　え？（笑）

杉山　自分が何者かわからないから迷走する。自分探しの旅に出るのも大いに結構ですよ。僕なんかそれで南極まで行っているくらいですから（笑）。

結　世界中を旅されたんですよね。

杉山　そう、僕の場合は旅でしたけど、頭でっかちにならず、「これをやってみたらどうだろう？」というものがあるなら、まずはやってみればいいんですよ。やってみると「このやり方があるんだ！」とか、逆に「このやり方だと合わないな」ということがわかりますから。その蓄積によって自分の軸、自分の核ができていくと思います。

結　行動あるのみ、か……。

杉山　アスリートのみなさんは、よく現役を引退した後のことを、セカンドキャリアや第二の人生といった呼び方をしますよね。でも、僕はキャリアや人生に第一も第二もないと思うんです。

結　第二の人生はない？

杉山　石野さんはプロレスを極めて、いま次のステップに進もうとしていますよね。でも、どのような道に進むにしても、プロレスをやっていたことに変わりはないですし、それ自体はとてもすばらしい経験じゃないですか。人生はずっと続いているんですから、今までとこれからを切り離して考える必要はないと思うんです。

結　そうか……、たしかにそうですね。今、思ったのは、自分は何かにこだわり過ぎていたのかなということです。お話を伺うまで、プロレスラー時代と引退後は別だと考えなければいけないって思い込んでいました。
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杉山　僕もフェンシングをずっとやっていたんですね。でも、カミングアウトができなくて、トランスジェンダーだから競技を続けられないんじゃないかと思って逃げるように引退したんです。それから世界中を旅して回ったり、一般企業に就職してみたり、独立して自分で店をやったり、社会活動をしたり……。そうしたら去年、日本フェンシング協会やＪＯＣから連絡をいただいて、今は日本フェンシング協会理事や日本オリンピック委員会理事をやらせてもらっています。もし、ずっとフェンシングを続けていたとしたら、今のようにはなっていないと思うんですよ。

結　そうですか？

杉山　たぶん、フェンシングの選手として過ごした15年、引退してから社会活動に向き合った15年、この全く違うフィールドで過ごした30年の経験がかけ合わさった評価だと思うんです。スポーツに限らず「これだ！」と思ってやっていると、それしか世界がなくなってしまうことがありますよね。でも、世界というのは広くて、その広い世界で戦うときに何かを極めたということはアドバンテージになる。だから、元プロレスラーという肩書は自信になると思うんです。
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結　はい！

杉山　何か新しいことを始めるのは、初めてトレーニングをするのと似ています。筋肉って傷ついて回復するときに様々な栄養を取り込んで太くなっていきますよね。それと同じで、痛い思いをしながら経験を積んでいくと、それが自分の肉になる。昨日と同じことをしていても何も変わらないんですよ。

結　たしかに（大きく頷く）。

杉山　プロレスもそうだと思うんです。トレーニングをして試合をして、そこで負けたという事実はよくないけれど、反省を次の試合に活かし勝つことができればトータルでプラスになる。だから迷走は心配することじゃない。むしろ、そういう気持ちがあれば、これからに期待できますよね。

結　目からウロコが落ちました！　僕は心のどこかでずっとプロレスをやっていたことに甘えてはいけないんじゃないかと思っていました。でも、切り離して考える必要はないんですね！

杉山　僕が親に言われて、印象に残っている言葉があるんです。それは「どれだけ多くの人に会うか、どれだけ多くの活字を読むか、どれだけ多くの距離を移動するかで、人というものは成長できる」ということなんですね。

結　ご著書にも書かれていましたね。

杉山　我が親ながらいいこと言うなって思うんですけど（笑）、何をしていいのかわからないときは、これのうちのどれかをやればいいんだなって。それで僕の場合は、旅というものがすべてこれに当てはまった。多くの距離を移動して多くの人に出会ったから、今の自分がいると思います。とくに新しい出会いは新しい自分に出会うことでもある。出会いを繰り返すうちに、自分が何者かがわかってきますからね。

結　自分の経験の浅さがよくわかりました。今までプロレスしかやってこなくて、いざ辞めた後にすごい不安に襲われていたので、すごく救われる思いがします。セカンドキャリアに関しては自分だけではなく、今の現役選手も不安だとよく聞くので、とても参考になります。




生きるために制度がある

制度のために生きるのではない




結　参考といえば、ぜひ参考にしたいのが〝家庭を持つ〟ということです。子育てはいかがですか？

杉山　子育ては最高ですよ～！　本当にかわいい。トランスジェンダーの自分が親になるなんて思ってもみなかったので、予想のできない未来があるってとっても面白いし、何でも諦めずにやってみることだなって思いますね。

結　実は先日、木村花という一緒にプロレスをやっていた子のメモリアル大会があったんです。その大会の直前に性別適合手術を受けたことをカミングアウトしたんですね。それで大会に参加したら、お客さんに声をかけていただいたんです。女性同士のカップルだったんですけど、「私たちは手術をしないでありのままでやっていきます」って。それを聞いて、自然と「戸籍うんぬんではなく気持ちですよね」という言葉が出てきたんです。それまでの自分は形にこだわっていたというか、戸籍を変えないと結婚できないとか、そういうことも手術を受けた理由だったんです。

杉山　今の日本の法律では手術をしないと戸籍を変えないですからね。

結　だけど、性別変更をせずに家庭を築いて、お子さんもいらっしゃる文野さんの本を読んで考え方が変わったというか……。もちろん、手術したことに後悔は一切ありません。でも「あ、こういう考え方もあるんだ！」と感銘を受けて、だから、そのカップルに自然と「気持ちですよね」という言葉が出てきたんだな～って。視野が広がったし、それこそ、どれだけ多くの活字を読むかが財産になるということを杉山さんの本で実感しました。

杉山　僕は「生きるために制度があって、制度のために生きているわけではない」という考えです。もちろん、自分の体に違和感があって手術をするのは止めません。だけど、それは「自分が手術をしたい」と思っているのか、それとも「手術をしなければ社会生活が送れない」と社会に思わされて手術をしようと思うのか？　そこはシッカリと向き合って判断すべきですね。海外では手術をしなくても性別変更をできる国はたくさんあります。僕自身は日本の戸籍変更制度も変えるべきだと思っています。でも、そういうことに関する情報量は圧倒的に少ないですよね。

結　そうですよね。情報量が少ないからわからないこともありますし、周りの方に理解してもらえないこともあって……。

杉山　僕は戸籍を変えずに第三者から精子の提供を受けて女性のパートナーとの間に子どもを持つことができました。だけど戸籍上は家族と認められないというとワガママだといわれることもあります。「オマエが手術を受ければクリアできることだろう」って。誰かに大きな迷惑をかけるのであれば考えますけど、そうでなければワガママでもいいんじゃないかって。選択肢が増えるのが豊かな社会だと思うし。
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結　そうですよね、そういう世の中になればいいなと思います。

杉山　子どもを持って感じましたが、血のつながりがない、というのは実は小さなことなんじゃないかと思うんです。現に僕と子どもは血のつながりがないけれど、今は楽しくやっている。ただ、いざ何かがあったときに、その関係を守る制度がないというのは不安です。僕はその不安を解消するために活動をしているんです。

結　僕も小学生のときに父親が変わりましたが、父のことは信頼していますし、とても大好きです。血のつながりがないのに、こうして大人になるまでちゃんと理解して育ててくれて、とても感謝しています。相手を想う気持ちがあれば血のつながりがなくても幸せな家庭は築けるんですよね。改めて文野さんにそのことを教えてもらえました。まぁ、僕にはパートナーがいないですけど（笑）。

杉山　相手が早くできるといいですね（笑）。

結　次にお会いするときには良い報告ができるようにがんばります！　本日はありがとうございました！






杉山文野（すぎやま・ふみの）

１９８１年、東京都新宿区生まれ。

フェンシング元女子日本代表。トランスジェンダー。２００６年に自身の体験を綴った『ダブルハッピネス』を出版。話題を呼ぶ。その後、世界一周を経て、ＬＧＢＴＱの啓蒙のために活動。日本初となった渋谷区の同性パートナーシップ制度成立に携わる。友人から精子提供を受けパートナーとの間に二子を授かり、絶賛子育て中。日本フェンシング協会理事、日本オリンピック委員会理事も兼任。著書に『元女子高生、パパになる』『３人で親になってみた』がある。
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手術は無事に大成功




　麻酔から覚めたときには、すべてが終わっていました。

　乳房と子宮を切除する、５時間に及ぶ手術でした。

　ついに身体が変わった！　と感動するかと思っていましたが、術後はすぐに自分の身体は見られなかったし、全身麻酔のせいで頭がボ～っとしていたので、あまり実感が湧いてこなかったですね。

　それからは、手術のことを話していた友だちや関係者にＬＩＮＥを送ったりして過ごしていました。痛みもなかったし、「ぜんぜん余裕！」って感じでした。

　しかし！　麻酔の効き目が切れてくると、猛烈な痛みがやってきました。

　自分の場合は、一度に胸と子宮をとったので、面積的に大きい胸が痛むのかと思いきやそうではありませんでした。痛かったのは、むしろ子宮があった腹部でした。

　子宮の切除は内視鏡を使って行ったそうですが、一言で表現すれば〝重すぎる生理痛〟といえば伝わるでしょうか。女性の方なら理解していただけると思いますが、あの生理痛の痛みの百倍くらいの痛みが腹部を襲ってくるのです。しかもその痛みは、時間が経つごとに、それこそ秒単位で痛みが増していく感じで、あまりの痛みで脂汗が出てきました。これは耐えられない……、手術当日のみ入院していたので、ナースコールをして即効性のある痛み止めを打ってもらってなんとか落ち着きました。
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　腹部の痛みは、点滴の効果もあって夜には治まってきましたが、今度は胸部の違和感に悩まされます。手術後、胸にはドレーンが挿さっていました。切除した箇所に溜まる体液を外に流すためのチューブで、胸の脇の方に挿していたのですが、これがなんとも気持ち悪く、体液が出なくなるまでの５日間、挿しっぱなしが続いたのには参りました。しかも、その間、外に出た体液の量を自分で量って、毎日クリニックに報告しなくてはならないんです。

　ちなみに、今回の手術で一番痛かったのは、このドレーンを抜いた後でした。

　プロレスラーだったので、普通の方よりも痛みには強いと思っていました。でも、チューブを抜いた後の痛みは、異次元でしたね。数日間はドレーンが入っていた部分にズキズキとした痛みが走って、歯を食いしばっていてもうめき声が漏れてしまうほどでした。この痛みは２日間も続きました。その間は激痛で何もする気になれなかったくらいです。
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　ドレーンを挿している間は胸部を包帯で覆っていたので、その時点では自分の胸がどうなったのかはわかりません。自分の場合は胸部の削除を２回に分けて行ったため、完璧な（という言い方が当てはまるのかは疑問ですが……）男性としての胸を見るのは最初の手術から約４か月後のことでした。

　手術の翌日には退院し、クリニックの近所にあるビジネスホテルに２週間ほど宿泊しながら通院して、切除箇所の経過観察や消毒などを行いました。

　１週間もすると痛みはほとんどなくなり、元気一杯だったのですが、術後ということもあって診察以外は基本は外出禁止。暇だったので、戸籍の変更についてインターネットで調べていました。

　戸籍の変更に必要な書類は、今はほとんどインターネットで手に入るんですよね。関係各所の公式サイトに行けば、必要書類の記入例とともに、ＰＤＦ化された書類がアップされていました。この期間に書類を整理できたので、それからスムーズに進めることができました。書類関係は、療養機関にやっておくのがオススメですね。

　２週間の療養期間中、メンタルクリニックで精神科医による面談も受けます。

「手術を終えての感想はいかがですか？」

「新しい自分になってみて、どう思いますか？」

「これからの生活に対する不安はありませんか？」

　といったことを聞かれました。迷いに迷ったうえでの決断とはいえ、やはり性別適合手術を受けた方の中には、術後に後悔する人も少なからずいるということで、そういったケアが必要になってくるのです。

　その後、定期的にメンタルクリニックでの受診をして、心境の変化などを聞かれます。やはり、身体の一部を切除するということは、たとえ自分で決めたことでも精神的な影響が出ることが多いようです。だから、性別適合手術を受けるにあたって自分と相性の合う精神科医の先生との出会いも大切なポイントといえるでしょう。




男性器はどうするのか問題




　さて、ここから読者のみなさんが性別適合手術について一番興味があって、だけど正面切ってなかなか質問できないだろうと思うことについて書きます。

　かなり生々しい表現もありますし、刺激的なことも書くと思いますのでご了承ください。だけど、ある意味で性別を変更するうえで一番の変化がある箇所の話です。

　自分は女性から男性への性別適合手術で子宮を切除しました。

　では、その切除した後の子宮の跡地（？）はどうなっているのか？

「もう使わないから、縫って閉じてしまうのではないか？」と思う方もいるようです。

　自分も最初はそう思っていました。

　でも、結論としては〝そのまま〟です。穴が開いたままの状態になっています。

　性別適合手術で避けて通れないのが、男性器、つまりペニスの問題です。

　ＦＴＭ手術の中には、男性器を形成して新たに作るというものもあります。

　その点については、正直悩みましたね。

　自分は女性だったときでも心は男性でしたので、恋愛対象になるのは女性でした。まあ、お付き合いした女性は片手で数えられるくらいでしたが、やはり大切で好きな人ですから「抱きしめたい」と思うわけです。

　しかし、抱きしめることはできても、その先の行為には及べないんですね。キスやボディタッチなどのスキンシップが限界というか、それ以上のことはできないんです。

　自分自身は、ある程度諦めがあったし、たとえ最後までできなくても相手を思う気持ちがあればいいと思っていました。

　だけど、パートナーの女性はどう思っているのだろうか。

　そのことを考えると、不安も感じました。単刀直入に言えば、満足しているのだろうかということです。

　また、個人的な話になりますが、自分は温泉やサウナが大好きです。当然、手術後は男湯を利用するようになるわけですが、やはり、あるべき物があるべき場所に付いていないことで周囲に不快な思いをさせてしまうかもしれません。だからこそ、疑似でもペニスを作るべきなのか？　悩みに悩んでしまいました。

　結論としては作りませんでした。おそらくこれからも作ることはないと思います。

　担当の先生に相談をしたことはしました。でも、先生から「付いているだけで使えるわけではない」と言われたんですね。それだったら、あまり意味がないかなと感じたんです。

　あとは温泉やサウナに関してですが、先生から「毛を生やしておけば隠せるでしょ？　それに……男同士であまりアソコは気にしないから、知らない人に股間を凝視されることもないと思うよ」と言われたことも大きかったです。これは必要がないなと判断しての結論です。

　ちなみに、男性から女性への性別適合手術の場合はペニスを切除することによって、尿道を本来の女性と同じ位置に移動させるために、手術に要する時間や工程、そして費用もかなり違ってきます。また、乳房を新たに作るための費用もかなりのものだと聞きます。その点に関しては担当医とご相談の上、ご確認いただけますと幸いです。




戸籍の性別変更の手続きをとる




　手術を終えると、次は性別変更のための各種手続きを行わなくてはなりません。

　自分の場合、術後１か月が過ぎた７月の初めから社会復帰を果たしました。嬉しかったのは職場のみなさんが手術前と変わらない態度で接してくださったことです。

　不安がないといったら嘘になります。性別適合手術の場合は、きれいごとではない現実を書けば、好奇の目で見られることもあるでしょう。

　だからこそ、「石野さん、おかえり！」という感じで迎え入れてくださったのは嬉しいことでした。もちろん、「どうだった？」ということは聞かれましたが、その後に「大変だったね」、「また一緒にがんばりましょう」という労いの言葉もあって約１か月ぶりの社会人生活が再開しました。

　仕事は夜勤帯でしたから、その合間をぬって昼間に各種手続きを行いました。

　まず、性別変更をして男性の戸籍を得るために行くべき場所が家庭裁判所です。

　性別適合手術を受けた、生殖器を取り除きましたという医師からの証明書や必要書類を提出して、許可が出れば役所で性別変更となりますが、ここで「え？　そうなんだ？」と思ったのが胸のことです。実は、乳房は切除しなくても性別変更を申し立てることができるんですね。女性から男性になる場合は、子宮と卵巣を切除したことの証明ができれば大丈夫とのことでした。

　ちなみに家庭裁判所ですが、出廷する必要はありません。

　書類を提出すると、あとは受理されることを待つのみです。

　さて、この性別変更の申請で、一つトラブルというほどではありませんが、思いもよらなかったことが起こります。

　性別変更に伴い、名前も男性のものへと変えることができます（変えなくてもＯＫです）。

　新しい名前は、手術の前から両親に決めてもらおうと思っていました。もちろん、自分で決めることだってできましたが、性別が変わっても自分は２人の子どもです。男性として新しい人生を歩むにあたって、ぜひ両親に新しい名前を付けて欲しいと思ったんです。

　両親はとても喜んでくれ、考えに考えて新しい名前を付けてくれました。

　新しい名前は、『䧺（ゆう）』というものでした。優れた人、強い人、勢いといった意味がある漢字で、とても気に入っていました。

　新しい名前も決まり、ウキウキしていたある日、家庭裁判所から連絡がありました。なんでも両親が考えてくれた『䧺』という字が人名には使用できないということで、却下されてしまったのです。これは子どもの出生届を出す際にもよく起こることだそうですが、正直なところ困り果てました。

　しかし、そのままだと受理できないというのですから、仕方がありません。

　ここでもう一度家族会議を行い、新たな名前を考えてもらうことにしました。

　まず、子どもの頃からそう呼ばれていたので、〝ゆう〟という響きは残しておこうということになりました。そして話し合いの結果、『結（ゆう）』になりました。
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　この名前は問題なく許可されて役所に書類を提出。２０２１年10月11日、自分は晴れて石野結になりました。




戸籍変更後にしなければならないこと




　この認可が下りるまでの間に２回目の胸部の手術も終えて、身体的にも男性として完璧になりました。

　その後、戸籍変更が完了しましたが、それからもすることはあります。様々な名義の変更をしなければならないんです。

　具体的に挙げると、次のようなものがあります。





・運転免許証など資格に関するもの

・銀行口座、クレジットカードの名義変更

・健康保険証などの名義変更（これは会社でやってくれることが多いようです）

・携帯電話や光熱費の支払人の名義変更

・パスポートの再発行






　といったところでしょうか。
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　実際に行ってみて思ったのは、多少時間はかかりましたが、それほど大変ではないということでした。知り合いの既婚女性に話をしたところ、「結婚の際の苗字（名義）変更と変わらないね」とのことです。もっと面倒くさいことなのかと思っていましたが、受け入れる側も「性別変更による手続ですね！」という感じで作業を進めてくださることがほとんどでした。これは、もしかしたら自分と同じように性別適合手術を経て変更手続きをされている方たちが多くなった結果、スムーズになっていったのでは？　そう感じました。

　何よりも、この各種名義変更という手続きは「自分が男になったんだ！」ということを実感できることであり、やるほどにモチベーションが上がっていきました。最後はパスポート変更でしたが、完了したときの達成感は格別なものがありましたね。




YouTube開設の理由




　このようにして自分は男性になりましたが、これをかつてのファンの方や一般の方にどうのようにカミングアウトするべきか？　自分の中では少し焦りがありました。と、いうのも、ここまでの過程の多くを撮影していたドキュメンタリー番組が当初は５月中旬にオンエア予定だったものが、かなり遅れることがわかったからです（この原稿を書いている時点でも決まっていません……）。

　これには相当、困りました。実は２０２２年５月23日に花のメモリアル大会があり、自分はそこにアンバサダーとして参加することになっていました。その大会パンフレットに性別適合手術を受け、男性になったことを書いていたのです、５月中旬のオンエアを信じて……。

　しかし、肝心のオンエアがない中、いきなりパンフレットに「石野結です。性別適合手術を受けました！」なんて書いたら混乱を招くでしょうし、主催者の木村響子さんにも迷惑をかけかねません。

　誰にも迷惑をかけずに丸く収めるにはどうするべきか？　アレコレ考えた結果、思い浮かんだのがYouTubeにチャンネルを開設するということでした。現在の映像業界の流れを考えると、もしかしたら地上波のテレビ番組よりも多くの人に視聴してもらえるかもしれない。とくに自分がメッセージを伝えたい若い世代の方々には、動画サイトの方がマッチするのではないか？　告知はＳＮＳを利用すれば、より多くの人に注目してもらえるかもしれない……「よし、やろう！」、そんな流れで決めました。

　しかし、そう思ったものの、自分には何の知識もありません。

　そんなときにお手伝いをしてくれることになったのが、現役時代からいろいろとお世話になっているＢ１６８プロモートの〝大将〟こと、西山宏和さんです。YouTubeチャンネルの運営や動画の制作、さらには自分のマネジメントも担当していただけることになりました。

　花のメモリアル大会の開催まで時間が迫っていたし、突貫工事的かつ見切り発車なところもあったけれど、なんとか大会の10日前に最初の動画を公開することができました。テーマはもちろん、カミングアウトです。

　正直なところ不安は大きかったです。やはり、性別変更の経緯・過程を話すことはリスクもあると思っていましたから。

　自分の性別への違和感はプロレスラー時代以前から抱えていたものですが、それまで隠していたことに疑問や不信感を抱く関係者やファンの方もいるはずです。もちろん、カミングアウトしたことに対して、否定的な意見を持つ方もいるでしょう。

　だからこそ、いち早く報告をしていた木村響子さんは、その点をものすごく心配してくださりました。

　そして、そんな不安と同じくらいに約30年間、言えなかったことを言えた安堵感も大きかった。何よりも気になったのが皆さんの反応でしたが、おおむね賛同していただけたようでホッとしました。

　さて、この１回目の配信でちょっとした話題（？）になったのが〝14歳〟というキーワードです。動画の中で「僕は14歳」と発言したのですが、「なんで14歳？」といった反応が少なくありませんでした。

　14歳……自分が男になってワクワクして興味を持ったことを話したら、「それって14歳くらいの男の子の考えるようなことだよ」と、いろいろな人から言われたんですね。ただそれだけなのですが……。でも、ああ、そうなんだ～と思いつつ、でも、男としてはまだ歩き始めたばかりなのでピッタリかもしれないと思ったんです。

　このYouTube配信は、もちろん、これからも続けていくつもりですし、この本とは違った石野結をお見せできればいいなと思っています。




男になって感じたこと




　ドキュメント番組が放送されたことで、自分の周囲でもさまざまな反響がありました。

　興味深かったのは、番組のオンエアまでカミングアウトしていなかった人たちの反応ですね。

「そうだったんですね！」

「もっと早く言ってくださいよ！」

　みなさん、おおむね好意的だったのは嬉しかったです。

　生活も変わりました。

　手術の後、定期的（３か月に１回）にホルモン投与をしていますが、無理なく男性の身体へと変貌していっています。

　身体を動かすことが好きなので、プロレスを引退した後もずっとジムに通っています。男性になってから、扱える重量がグンと上がってきたことには驚きました。今まではまず無理だろうと思っていた重さのバーベルがヒョイと持ち上がったときの感動といったら……！







[image: ]







　また、ホルモン注射のところでも触れましたが、筋肉の付き方が全然違います。胸の辺りや肩周りがガッチリしてきて、男性らしい身体付きになってきました。

「男になったなぁ～」と実感するのが、ジムでタンニング（日焼け）をするときですね。最近は、ロッカールームからタンニングルームまで、腰にタオルを巻いただけの姿で向かっています。胸も二度の手術を経て、まったく違和感がないくらいに整っているので、元女性だと気付かれることはないと思いますね。




男性になって戸惑ったこと




　身体に変化が起きたことで戸惑ったことも、もちろんあります。

　ドキュメント番組のオンエア前に性別変更を知らせていない方に会う機会があったんですが、そのとき、すでにホルモン投与で声が変わり始めていたんですね。

「あれ、声が変じゃない？　風邪でもひいたの？」

　その方に心配されてしまいました。

　ホルモンを投与すると、声は低く、太くなります。そのときはドキュメンタリー番組の兼ね合いで性別適合手術のことはお話できなかったので、「いや～、最近、お酒を飲み過ぎちゃって。そのせいですかね～」なんて笑ってごまかしていました。

　自分はホルモンがよく効いた方だったみたいで、１回目の投与からすぐにヒゲが生えてきました。

「男になったら絶対にヒゲを生やす！」って思っていたので、初めて鏡でヒゲを見たときは「おぉ～、きたきた！」って嬉しかったですね。大事なヒゲなので、それから大切に大切に伸ばしてたわけですが、カミングアウトをしていない人に会うとなると、さすがに生やしっぱなしでいくわけにはいきません。

　自分はプロレスを嫌いになったわけではないので、引退後も機会があるとプロレスの観戦によく出かけていました。自分でチケットを買って、お客さんとして観ると、現役時代にはわからなかった色々なことに気づけておもしろいんです。

　あくまでお客さんとしてきていますので、基本的にはひっそりと観るのですが、時々、関係者の方に見つかってしまうんですね。

　それで水分を補給しようと、マスクを外したときに顔を偶然見られたりして、「あれ？」という感じに。すぐに気づいて慌ててマスクを上げて事なきを得ましたが、明るい場所だったら、きっとヒゲがバレていたと思います。

　このときはマスクをしている状況だったからよかったですが、ときには会食など人前でマスクを外さなければならないときもあるわけで、そういうことが予想される場に出る際には泣く泣く髭を剃りました。「せっかく、ここまで伸びたのに……」と思いながら剃るのは切なかったですね。

　髪型についても、本当は昔からガッツリ短くしたかったんです。だけど女性だったときは世間体もあったので、あくまでショートの範囲でした。でも、男になったら誰にも遠慮はいりません。好みの髪型にできるので、いまは〝男髪〟をエンジョイしていますね。

　男になって困ったこと、そして今も困っていることがトイレ問題です。

　いまはもちろん、男子トイレを使っています。

　女性時代は服装などがボーイッシュだったので、女子トイレに入ると他の利用者に「え？」という表情をされることが多々ありました。

　その点、堂々と男子トイレを使える今はありがたい！　と、言いたいところですが、自分は前述したように尿道は女性時代のまま。用を足すには個室に入らないといけないわけですが、日本の公衆トイレは個室の数が絶対的に少ないんですよね。だから人が多いところにいくと、待たされることが頻繁にあるんです。もっと個室を増やしていただきたいと切に願います。




石野結のこれから




　このように、男性になったからこそ感じたことや思ったことは多々あります。

　そして、これから先の人生で、まだまだ壁にブチ当たることもあるでしょう。

　だけど、何よりも今は男性になったというか、本来の自分になれたことが嬉しくて、それをエンジョイしていこう。

　そういう気持ちが大きいです。

　男性としてやりたいこともたくさんありますが、やはり、一番は家庭を持ちたいですね。この本でも何度も触れていますが、尊敬している自分の両親が目標です。２人のような関係になりたいですし、その両親を喜ばせるためにも素敵な家庭を持ちたいです。

　そして、今回、この本を出版したことで、たとえば小学生や中学生で自分と同じ悩みを持っている子がいたら、寄り添って相談にも乗りたいし、もし需要があるならば学校などでの講演会も積極的にやってみたいと思っています。

　あとは、YouTubeでの情報発信もがんばりたいですね。

　自分には女性だったからできなかった、ということがたくさんあります。

　たとえば、中学生のときに着ることができなかった学生服を着てみるとか、学生服姿で卒業式をするとか、男になったからこそ、これまでできなかったことをやってみたいんです。

　そしてＬＧＢＴＱに関することを、当事者として自分なりのやり方で世間に伝えていければと思っています。そのためには、もっと勉強が必要です。

　こちらから始まる対談で杉山さんに教わったように、いろんな人に会ったり、いろんな場所に行ったり、いろんなものを読んだりして、知識をたくさん身に着けていきたいです。

　そして、一番は一般企業に勤めて、男性として働きたい！

　この本を書いている時点では、ある企業から内定をいただいている状態ですが、それから先はどうなるか……。一人の男性として、ただただ仕事をがんばりたい。楽しみたい。今はそれだけですね。

　女子プロレスラーを経て、今、こうして男として生きている自分だからこそできる何か……それを探すことも、これからの人生の楽しみです！










おわりに







　２０２２年５月23日。

　僕は後楽園ホールで開催された花のメモリアル大会『バグース！』で、男として初めてプロレスファンの皆さんの前に立ちました。今回は選手としてではなく、アンバサダーとして。そして、試合の途中、セコンドとして久々にリングに上がりました（途中、プロレス技を繰り出したときに、足が攣ってしまいましたが……）。

　YouTubeでカミングアウトはしていたし、そのことを東京スポーツさんがニュースにしてくださっていたので、きっと皆さん、ご存知なんだろうと思っていました。

　でも、いざお客さんの前に出るとなったら、ものすごく緊張しました。

　すべての方が好意的に受け止めてくれるとは限りません。ひょっとしたら登場した瞬間に、後楽園ホールが静まり返るかもしれない。そんな最悪のケースも過りました。

　しかし、そんな心配は無用でした。やっぱりプロレスファンは最高でした。

　皆さん、僕のことをすぐに受け入れてくれて、温かく迎え入れてくださいました。『バグース！』を観にきてくださったお客さんの中には、僕のことを昔から応援してくださる方もたくさんいました。そうしたファンの方々に、いまの僕の姿を見ていただけて本当に良かったと思っています。

　この１年前は女子プロレスラーとして大会に参加しましたが、今回、「そうか、僕はもう男なんだ」と強く思ったのが割り当てられた控室が男子選手と一緒だったことです。

　当然だといってしまえばそれまでですが、そんなところで男性になれたのだと実感しました。逆に進行の打ち合わせや伝達などで女子選手の控室に呼ばれてドキドキしてしまったり……。また、先輩選手や関係者の方々もみんな男になった僕を好意的に受け入れてくださって本当にうれしかったです。

　そんな中で特に心に響いたのが、杉山文野さんとの対談でも触れましたが、YouTubeをご覧になったという方々からの声かけでした。

「私たちもそうなんです」

「自分もゲイです。応援してます！」

　試合終わり、会場で女性同士のカップルや男性のお客さんから次々に声をかけていただいたんです。

　大会が終わってから、僕は改めてこう思いました。

　男として、またプロレス会場にくることができたこと、選手やプロレスファンのみなさんと会えたこと、話ができたこと……本当に嬉しかった。

　こんな日がくるなんて夢にも思わなかった。

　これまでも、そして今も僕はプロレスが大好きで、ファンのみなさんに支えられてきました。それはきっと、これからも同じだと思う。

『花月と言う名前を封印し、男になった今、プロレスとは別々の道を歩まなければならない』と思っていたのは、固定観念だらけだった僕だけでした。

　プロレスを引退したから……とか、男になったから……とか、そんなんじゃなかった。

　それは２０２２年５月23日の花の大会『バグース！』で会ったみなさん……そして、文野さんとの対談で気付かされました。

　人生に第二も第三もない。キャリアが積まれていくだけで、常に人生は続いている。

　だから、花月だった僕は今も元・花月だし、石野結でもある！

　これから先、僕は誰よりも楽しく生きていきます！

　今までできなかったこと、やってみたいことをたくさん経験して、それをみなさんに見守っていてほしいし、トランスジェンダーだけど、こんなに楽しく生きている僕を見てもらって少しでも同じことで悩む人たち、落ち込んでいる人、元気が出ない人……もはや全人類のみなさんの力や活力になれれば嬉しいです！

　男としてもイチ大人としても、まだまだやけど……みんなが生きやすく、優しい世界になるように僕ができることは全力で顔がん晴ばりたいです！




　人生に無駄なことなんて一つもない。

　女性であったことも

　女子プロレスラーであったことも

　僕の人生のすべてを誇りに思って、

　これから先、男として堂々と楽しく生きていく。




　最後まで読んでいただき、本当にありがとうございました！







[image: ]







[image: ]








著者紹介

石野結（いしの・ゆう）

1992年6月24日大阪生まれ。

中学卒業後、女子プロレス団体『センダイガールズプロレスリング』へ入門。2008年8月24日プロレスデビュー。2020年2月24日大阪での自主興行にて引退。2021年5月31日性別適合手術を受け男性へと性別変更。以降、一般企業に就職して憧れだったサラリーマンに。現在は会社の全面サポートのもと、YouTubeやSNSを通して自身の経験やLGBTQに関する発信をしている。










元悪役女子プロレスラー、男になる！
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